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碑文にみる沖縄語

多和田真一郎

『琉球国中碑文記』（漢字仮名混じり文）

索引及び用例

で示す。

5.所在個所を「Ｉ(1)１」のように示す。これは

「たまおとんのひのもん」の１行目の－宇目

であることを示している。同じように，「Ⅱ

(2)５」は「石門之東之碑文」の２行目の５字

目である。

6.助数詞「－日」「－人」の前の漢数字は，便

宜上，字音による50音順にして配列した。た

とえば，「一日」「二日」は「いちにち」「Iこ

にち」とし，「－人」「二人」は「いちにん」

「にＩこん」とする。

7.漢字のあてられるものは,見出し語の次に（）

に入れて示した。漢字のものは，そのまま見

出し語とした。

８.同一音となる見出し語は，ひらがな・カタカ

ナ・漢字の|頂とする。

９.名詞・動詞・形容詞・副詞・接続詞・助動詞

・助詞（格助詞・接続助詞・副助詞・終助詞）

・接辞の順とした。品詞名は，略号とし，〈〉

で示す。次のとおり。

〈名〉＝名詞く動〉＝動詞

く補動〉＝補助動詞く形〉＝形容詞

〈副〉＝副詞く接〉＝接続詞

く助動〉＝助動詞く格助〉＝格助詞

く接助〉＝接続助詞く副助〉＝副助詞

《終助'一終嚇《接辞形(鬘薫
10.「‐」は，その項と対照せよの意（主に，か

なづかいに関して）。

’たまおとんのひのもん （１５０１年）

Ⅱ石門之東之碑文（国王頌徳碑）

（１５２２年）

Ⅲ石門の西のひのもん（真珠湊碑文）

（１５２２年）

Ⅳ崇元寺之前東之碑うらの文（１５２７年）

Ｖかたはなの碑おもての文（１５４３年）

Ⅵ添継御門の南のひのもん（１５４６年）

Ⅶやらさもりくすぐの碑おもての文

（１５５４年）

Ⅷ浦添城の前の碑おもての文（１５９７年）

Ⅸようとれのひのもん （１６０９年）

Ｘ本覚山碑文 （１６２４年）

凡例

,､本文は，「伊波本」をもととし，東恩納本

（甲乙）」『仲原善忠全集第二巻文学篇』

及び塚田清策「琉球国碑文記』を参照した。

2.本文を，適宜分かち書きにし，句読点を施し

た。（１行30字とした｡）（行数・字数を示す

数字を付した）（印刷の都合上横書きとした）

3.索引は，見出し語を五十音1頂に並べる。

4.用例は，出順（年代１項，行順）に並べる。た

だし，五十音１項としたほうがよいと思われる

場合は，そのようにする。

用例中における見出し語相当部分を「￣」

－１６７－
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（どのような言葉がどのような形で碑文の中に

存在しているかを知るのが目的であって，見易

さを旨としたので，本文の行数あるいは１行の

11.（漢字の）１日字体を新字体に改めた。ただし，

両様現れる例については違いを示した。

例「万」と「高」。

字数などは，原本通りではない。）

’たまおとんのひのもん（１５０１年）

１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２021222324252627282930
〆■､

１首里おきやかもひかなしまあかとたる

２御一人よそひおとんの大あんしおきやか

３御一人きこゑ大きみのあんしおとちとのい､かね

４御一人さすかさのあんしまなへたる

５御一人中くす<のあんしまにきよたる

６御一人みやきせんのあんしまにきよたる

７御一人こゑ<のあんし主さふろかね

８御一人きんのあんしまさふろかね

９御一人とよみくす〈のあんしおもひふたかね

１０

１１しよりの御ミ事い上九人

１２この御すゑ千年万年にいたるまで

１３このところにおさまるへし。

１４もし、のちにあらそふ人あらは、

１５このすミ見るへし。

１６このかきつけそむく人あらは、

１７てんにあをき、ちにふしてたシるへし。

１８大明弘治十四年九月吉日
、－〆

Ⅱ石門之東之碑文（国王頌徳碑）（１５２２年）

１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２021222324252627282930
〆￣、

１首里おきやかい､かなしの御代にミやこよりち金丸ミこし

２ミ玉のわたり申侯時にたて申侯ひの《)ん。

（以下漢文，略）

３大明嘉靖元年壬午12月吉日住山円覚仙岩里謹記之
、＝〆

(真珠湊碑文）（１５２２年）Ⅲ石門の西のひのもん

－１６８－

Hosei University Repository



１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２021222324252627282930

首里の王おきやかもいかなし天のミ御ミ事に、ま玉ミなとの

ミちつくり、はしわたし申侯時のひの《）ん。

嘉靖元年ミつのへむまのとし四月九日きのとのとりのへIこ、

きこゑ大きミきみ～－のおれめしよわちへ、まうはらいの時に、

Ｔ
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｎ
Ｅ
Ｅ
ｕ
応
旧
灯
侶
旧
加
別
塑

御せる二たまわり申侯。

とよミもりよそいもりおくのミよ〈もことまりに、

ま玉はし〈｜このまたやわたしよわちへ、つかしよわちへ、

たしきやくきつさしよわちへ、あさかかねととめわちへ、

ミしまよれんみくによれんてて、御ゆわいめしよわちや事、

千人のさといしへあくかへそろて、御はいおかミ申侯。

このはしハ、<Iこのあんしけすのため、又世の

御さうせのために、ねたてひかわ、又とよミ〈す〈。

此くす〈とミつのかくこのために、－はんのさといしへ

あくかへ。Ｉ土へはらしまおそい大さとちへねんさしきわ、

ま玉はしおわたり、下しましりともにかきのはなちに

せいそろい。

天三十三天、地は十八天、あかめたてまつり候て、三百人

そうたち、はし<やうの御ゆわい申侯。

此すみのことは'、三人の世あすたへ

まかねたる<にかみの大やくもい

まうしかね力、うちの大やくもい

たるかねもいたくしの大やくもい

周

Ⅳ崇元寺之前東之碑 うらの文（１５２２年）

（
１
） あんしもけすもくまにてむまからおれるへし。

（西之碑モ同ジ）

Ｖかたはなの碑おもての文（１５４３年）

１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２021222324252627282930
グーへ

１首里天の御ミ事をかみ申、みちつくり、まつうへ申候

２ひの’もん。

３大りうきう国中山王尚清'､、そんとんよりこのかた

４二十一代の王の御くらひをつきめしよわちへ、天より王の

５御なをは天つき王にせとさつけめしよわちへ、御いわひ事

－１６９－
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かきりなし。王かなし′､、むまれなからむかしいまの事を

さとりめしよわちへ、天下をおさめめしよわる事、むかし

もろこしのていわうきようしゅんの御代ににたり。

しかれは、御たかへめしよわるもりあり。たいりより

ひかしにあたりてへんのたけといふ。これ’、、

きこゑ大きみきミ、／＼かミほとけの御あそひめしよわる

ところ。あめふる時'､、とろつちふかさあるけに、

国王の御ミ事に、ミちをつくり、まつ左うへれとの

御ミ事をを力､ミ、くに～〆のあんしへあすたへ

大やくもいた里主へけらへあくかへ、こころ－にあわせ、

ちからをそぞへ、いしをはめ、まつをうへれ'､、ミちハ

きよら<、まつ'、す塗し。－すしのミちに千りやうの金を

人々ミおほけにあひ申侯。されは、

嘉靖二十二年ミつのとのう六月二十四日ひのとのとりのへIこ、

きこゑ大きみきミーーのをれめしよわちへ

天つき王にせのあんしをそひかなし、

ミ御ミつかひめしよわちへ、あまこあわしめしよわちへ、

御ほこりめしよわちや事、おもひくわへ<に、／のあんしへ

あすたへ大やくもいた里主へけらへあくかへそろて

ミはいをかミ申侯。おひ人わか人めともわらへIこ

いたるまてよるもひるも御たかへし申侯。ねかひ事

かなひ、よるこひ、たのしむ事かきりなし。

大明嘉靖二十二年ミつのとのう八月大吉日

世あすたへ三人

大さとの大やくもいまふとかね

きす饅の大やくもいいぬたるかね

ミや平の大やくもいまいくさかね

奉行一人

花<すぐの大やくもいま五ら

６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
旭
咀
Ⅲ
胆
岨
Ⅳ
旧
四
別
別
加
朋
幽
閉
妬
〃
躯
別
別
別
記
甜
弘
）

|同

Ⅵ添継御門の南のひのもん（１５４６年）

１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２021222324252627282930
戸■、

１首里の王天つき王にせのあんしおそし､かなし天の

２ミ御ミ事に、すゑつきの御ちやう御右かきつミ申侯時の

３ひの（)ん。

－１７０－
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首里天つきのあんしおそいかなし天のミ御ミ事、御くす<の

御石かききよらさちよさあれとも、御くす〈のこし

あて、はへおもてのひとへ|こありよるけに、首里の御世の

御さうせめしよわちへ御石かきつませてミ御ミ事

をかミ侯て、<に、／のあんしへミはんの大やくもいた、

里ぬしへけらへあくかへこくより上下、又おくとより

上、ミやこやへまのおゑか人大小の人々そろて、

御石かきつみ申侯。御石かきのねたてのふかさ′、=ひろ、

あつさハ五ひろ、たけ'、＋ひろ、なけハ二百三＋ひろに、

つミみちへて御くらともにけらへ申侯。

嘉靖二十五年ひのへむまの年八月一日ミつのととりのへIこ、

きこゑ大きみきミヘーのをれめしよわちへ、まうはらへの時に、

御せ狸る御たほひめしよわちへ、首里もりまたまもり

けらへて、<もこたけ世つきたけおりあけわちへ、

つミあけわちへ、世のこしあてあをりやたけ

おりあけわちへ、つミあけわちへ、すゑつきのミ物

いちやちやけらへわちへ、御ゆわいめしよわちへ御おしろ

御たほいめしよわちや事、おもひくわへ<に～－の

あんしへ大やくもいた里主へけらへあく力､へこくより

上下、おくとより上、ミやこやへまのおゑか入

しまともにミはいをかミ申侯。

又九月三日ひのとのミのへ}こ、

にるやの大ぬしきみ～－の御のほりめしよわちへ、

首里天つきのあんしおそひかなし、ミ御ミつか井

めしよわちへ、御ゆわひめしよわちへ、御おもる御たほい

めしよわちや事、そろてミはいをかみ申侯。

４
５
６
７
８
９
ｍ
、
皿
旧
皿
阻
肥
Ⅳ
旭
旧
別
Ⅲ
〃
鋼
皿
妬
朋
町
肥
羽
釦
別
詑
詔
弧
拓
記
師
犯

又ちやうらうそうたちそろて、御石かきの御<やうの

御ゆわひ申候。

この御石かきつミ申候あひた'､、日々のミ御ほけ'、

かすしらす、月々におゑかをかみ申侯。みはい'､、

首里天つきのあんしおそひかなし天のとも易ととひやくさと

ミはいを力、ミ申侯。

嘉靖二十五年ひのへむま十二月三十日にしるし申侯。

世あすたへ三人

かなはの大やくもいしほたるかね

ちやうらう

伊波本は

「ちゃうちう」

－１７１－
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力、うちの大やくい、たるかね

くIこかミの大やくもいしほたるかね

奉行三人

しやなの里主ま玉ら

花くす〈の里主まさかひ

まふIこの里主ま三ら

羽
仙
似
妃
佃
型
）

やらさもりくすぐの碑おもての文（１５５４年）

１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２021222324252627282930

l琉球国中山王

２尚清てにつきわうにせのあんしおそひかなしのミ御ミ事。

３国のようし、とまりのかくこのために、やらさもりの

４ほかに<すぐつませてておかて、くにへ/のあんしへ

５ミはんのさといしへけらへあく力､へかミしもち

６はなれそろて、からめちへ、くす〈つミつけて

７ミおやしちやれは、

８嘉靖三十二年ミつのとのうし五月四日つちのとのとりのへIこ、

９きこゑ大きみきミ、／のをれめしよわちへ、まうはらひ

1０めしよわちやるミせせるに、

1１やらさもりやへさもり、いしらこは，ましらこは、

1２おりあけ′、ちへ、つミあけハちへ、ミしまよれんおくのよれん

1３世そふもり国のまてやけらへ'、ちへ、このミよ'、ちへ、

1４たしきやくきついさしよハちへ、あさかかねと〉め’、ちへ”

1５まうはらて、みよはらてて〉いのりめしよ’、ちやるけに、

1６ともエすゑ、せいぐさよせらやいて〉と

１７わうかなしむミはひおかミめしよ}まる。かミしものあんし

1８けすそろて千万のミはひおかてあり。

ii又鱗､天こす二三二ゑ二二鋼御韓二｡’2０しめさしよ'、る゜

2２ミまふりめしよ'、るけに、むかしからいぐさかちよくの

2３きちやること′、なきやものやれとも

2４御世のおさうせ国のようしのためにいきやてシ

2５いよことのあら時やミはんの御ま人。－はんのせいや

2６しより御城の御まふり。－はんのせいやな'±のはん゜

Ⅶ

ちやうらう

伊波本は

「ちゃうちう」

－１７２－
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７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

－はんのせし、又はゑはらしまおそい大さと

ちへねんさしきしもしましりきやめのせいや

かきのはなちやらさもりくす<によりそふて、ミおやたいり

おかむやにおさためめしよ'､やるみ御ミ事ハしま世の

てやちきやらねいしまいしのやにいつきやめむ

いきよくまし。くる<まし。

大明嘉靖三十三年六月吉日

世あすたへ三人

〈すくまの大やくもいまいくさ

うちまの大やくもいまと<

こちひらの大やくもいまうし

ふきやう－人

かつれんの大やくもいまふとう

同碑うらの文

やらさもりくすぐのかくこ、又ねたてひかわの

かくこ'､、三人おろくの大やくもいきまの

かなくすぐの大やくもい･いつきやめむちよ<

かくこするへし。

如
虹
岨
蛆
）

ミつの

大やくもい

かたく

Ⅷ浦添城の前の碑おもての文（１５９７年）

１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２021222324252627282930
グー､

１首里天のミ御ミ事にたし､へいけうたひらはしつミ申時の

２ひの（〕ん。りうきうこぐちうさんわう

３しやうれい'､、そんとんよりこのかた二十四代のわうの

４御くらゐをつきめしよわちへ、うらおそひよりしよりに

５てりあかりめしよわちや事、

６てんよりわうの御なを}ま、てたかすゑあんしおそひ

７すゑまさるわうにせて湯つけめしよわちへ、千萬の

８御ゆわい事あり。しかれは、

９首里てたかすゑあんしおそひかなし天のミ御ミ事。

１０<}このあちけすたミひやくしやうのため、御世の

１１御さうせめしよ'、ちへ、

１２たひらおほなハたひらのかはら、雨ふる時'、とろ

－１７３－
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つちミつのふかさあるけに、はしかけさせ、

きほ<ひりまてみちにいしはめさせて弾をかて、

ミはんの大やくもいたさといしへけらへあくかへ

かミしもち．はなれそろて、ミちはしつミつけて

ミおやしたれハ、

萬暦二十五年ひのとのとり八月十二日つちのとのミのへ|こ、

かミほとけのをれめしよ'、ちゑ、まうはらひめしよはちやる

ミせ〉るに、

たひらもりおしあけもり、いしらこはましらこは

おりあけわちへ、つミあけわちへ、<もこはしミ物はし

かけよわちへ、わたしよわちへ、ミしまよれん<Ｉこのまてや

このミよわちへ、けらへわちて鱈、いのりめしよわちやるけに、

きこゑ大きみかなし玉うらおそひに御ちよわひ

めしよ'、ちや事、

わうかなしのおほこりめし幻､ちゑ、おらおそひの御くす〈世の

つちに御ちよわいめしよ'､ちゑ、御くすくのうちほかの

御いへひのかミ御たかへめしよわちや事、

あちけすそろてミはいおかミ申侯。

又<にのあちへちやうらうたあすたへ

かなそめはつまきはうすたミはんの大やくもいた

さとぬしへけらへあくかへ御よひめしよわちへ、

御いちやわりハ千りやうの金よりもなをまさりの

ミおほけにあひ申侯。

又うらおそひまきりの大やくもいたさといしへけらへ

あくかへおゑか人のろへ、しまのあすた<Ｉこのあむた、

大小のゑくかおなこともに御よひめしよわちへ、

ミおほけ'、かすしらすおゑかたまわり申。

ミはいおきな'、の天か下のあちけすおゑ人わか人

おなこわらへまてもおもひ事'､、

首里てたかすゑあんしおそひかなし天のねいしまいしの

やにいつまても御ちよわいめしよわる御かほう

れかひ申し候て、よるもひるもミはいを力､ミ申侯。

萬暦二十五年ひのとのとり九月大吉日

世あすたへ三人

<}こかミの大やくもい主五ら

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
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とよミ城の大やくもいまうし

なこの大やくもいまたる

ふきやう二人

〈すくまの大やくもいまたる

かハかミの大やくもいまたる

偲
佃
印
引
田
）

Ⅸようとれのひのもん（１６０９年）

１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２021222324252627282930
〆￣へ

１りうきう国てたかすゑあんしおそし、すへまさる

２王にせかなしはうらおそいよりしよりに

３てりあかりめしよわちやこと、うらおそし、のようとれは

４ゑそのてたの御}土かやりよるけにて出、御さうせ

５めしよわちへ、ちよくきよらくけらゑらしめしよわちへ、

６大ちよもいかなしおやかなしミ御ミつかいめしよわちへ、

７あと，、てたかすゑあんしおそいかなしも御ちよわひ

８めしよわ'こ、あにあれはと千代萬代なるまても御なハ

９のこらにしゆるてシ、御さうせめしよわちへとこのひの

１０もんハたてめしよわちやる。

１１この御はかのさうち'､、うらおそいまきりよりほん正月

１２まゑにきよらくからめ<へしとミ御ミ事おかミ申侯。

１３世あすたへ三人、いけ<すぐの大やくもいよむたもさの

１４大やくもいとよみ<すぐの大やくもい゜

１５そうふきやう二人、あはこんの大やくもいこちひらの

１６大やくもい゜

１７いしふきやう－人、たまくすぐの大やくもい゜

１８このすミのあさ〈ならはＩまるへし。

1９萬暦四十八年力､のへさる八月吉日
、－=

Ｘ本覚山碑文（１６２４年）

１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２021222324252627282930
〆－，

１首里の王天きやすゑあんしおそし、かなしのおなこの

２おやかなしの御すきりめしよわちや事ミいくに御はか

３けらへわちへ御ミつかいすれてて、ミ御ミ事

４をかミ申侯ほとに、石のさい〈あつめ候て、一七日の

５うちにからめきミちへて、

－１７５－
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天啓四年甲子十月六日ひのとのゐのへ}こ、御おくりし

あにあれは、国中の僧侶めともわらへのいふに

およひ申さす。

をりふし唐より御つかいのちいへい御わたり候て

御さ侯間、御とむらひにいろいろのかさD物をすゑ、

かくにて代の官人のさいもんよミ侯てミはい

からめき申侯。

かにある事は昔今にもあるまし<侯ほとに、末代の

しるへのためにひの（）ん御たてめされ侯。

此御は力､ところは、大あんしおしられのおもひくわへ

ゑくか御三人、おなこ御五人に御給り侯ほとに、

千年萬年まても此御すしよりほかにあんしもけすも

入事あらは、天にあふき、地にふしてたたるへし。

６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
咀
旧
以
砠
岨
Ⅳ
肥
田
別
Ⅲ
躯
朋
）

し申侯。

世あすたへ三人、くしかミま|こよこ国かミ

レ、まきしん思ひと〈。

総奉行なか城おもひこら・

石ふきやうあたにや太郎敬白

干時大明天啓四年竜集甲子冬十月如意珠日

まさふろ
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索引及び用例 あちへ（按司部）〈名〉

<にヘーの－ⅧG1)1O

あつさ（厚さ）〈名〉

－ハ玉ひろⅥ(１３２

あつめ（集め）〈動〉

さい<－－候てＸ(4)18

-あて（－当て）〈接辞〉

こし－Ⅵ(6)２，Ⅵ(18116

あと（後）〈名〉

－（Ⅸ(7)１

あにく副〉

－あれはⅨ(8)７，Ｘ(7)１

あはこん（阿波根）〈名〉

－の大やくい、Ⅸ(15111

あひ（会ひ）〈動〉

ミおほけに－申侯．VO8I10，Ⅷ㈱８

あひた（間）〈名〉

御石かきつみ申侯一'、Ⅵ脳１４

間く接助〉

御さ候一ＸＵＯＩ４

あふき（仰ぎ）〈動〉－あをき

天に－地にふしてXuO11

あまこ（眼）〈名〉

－あわしめしよわちへＶ⑫１５

あむたく名〉

く|この－Ⅷ剛２８

あめ（雨）〈名〉

－ふる時ハＶ(195

雨く名〉

－ふる時ハⅧ(1219

あら（有ら）〈動〉

あらそふ人一はＩｑＱ２０

そむく人一はＩ(１３２０

入事一はＸＵＵ４

いよことの－時やⅦ(25)８

あ

あかめ（崇め）〈動〉

－たてまつり候て、17)１４

あかり（－上がり）〈補動〉

てり－めしよわちやことⅨ(3)３

あくかへ（赤頭）〈名〉

ⅢU０１２，Ⅲ(､)２，Ｖ(15116,Ｖ(24)21,

Ⅵ(9)11,Ⅵ(22)22,Ⅶ(5)17,Ⅷ(15123,

Ⅷ㈱12,Ⅷ剛２

あけ（－上げ）〈補動〉

おり－－わちへⅧ⑫４

つミーハちへⅦU2)１２

つミーわちへⅥ００４，Ⅵ(1912,Ⅷ(22)１２

あさかかねく名〉

Ⅲ(8)17,Ⅶ(1418

あさく（浅く）〈形〉

－ならはIまるへし。Ⅸ(18)８

あすた（長老達）〈名〉

しまの－Ⅷ剛２０

あすたへ（長老部）〈名〉

Ｖ(1021,Ｖ(24)１，Ⅷ(31)２１

世一Ⅲ(19121,Ｖ(２９１３

あそひ（遊び）〈動〉

御一めしよわるVqD21

あたにや太郎（安谷屋太郎）〈名〉

石ふきやう－Ｘ⑫７

あたり（当たり）〈動〉

ひかしに－てＶＵＯ６

あち（按司）〈名〉‐あんし

くにの－けすⅧ(１０６

－けすそろてⅧ(3012,

天か下の－けすⅧMO17
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あらそふ（争ふ）〈動〉

一人あらはＩ(１４１３

あり（有り）〈動〉

ひとへ|こ－゜

たるけにⅥ(6)１７

あり（有り）〈動〉

もり－。Ｖ(9)１９

御ゆわい事一。Ⅷ(8)８

ありく補動〉

おかて－．Ⅶ(18)２１

ある（有る）〈動〉

ふかさ－けにＶU2)24,ⅧU3113

かに一事はＸＵ３Ｉ４

－まし〈侯ほとにＸ(13115

あれ（有れ）〈動〉

きよらさちよさ－ともⅥ(5)１６

あに－はⅨ(8)10,Ｘ(7)４

あわし（合わし）〈動〉

あまこ－めしよわちへＶ(22)１９

あわせ（合わせ）〈動〉

こころ－に－Ｖ(1928

あをき（仰ぎ）〈動〉‐あふき

てんに－ＩＵ７)１０

あをりやたけ（煽りや嶽）〈名〉

－おりあけわちへⅥU8119

あんし（按司）〈名〉‐あち

きこゑ大きみの－Ｉ(3)１４

きんの－Ｉ(8)１０

こゑ<の－Ｉ(7)、

さすかさの－Ｉ(4)１２

とよみくす<の－Ｉ(9)１４

中<すぐの－Ｉ(5)１２

みやきせんの－Ｉ(6)1３

よそひおとんの大一Ｉ(2)１５

<Iこの－けすⅢUl)1３

－もけすもⅣ(1)１，XUn21

かミしもの－けすⅦU7)2７

あんしおしられ（按司お知られ）〈名〉

大一のおもひくわへXq5U2

あんしおそい（按司襲い）〈名〉

てたかすゑ－のⅨ(1)1３

あんしおそいかなし（按司襲い加那志）〈名〉

－もⅨ(7)１１

天きやすゑ－のＸ(1)1２

あんしおそいかなし天（按司襲い加那志天）

〈名〉

天つき王の－Ⅵ(1)１４

首里天つきの－のミ御ミ事Ⅵ(4)８

あんしおそひ（按司襲ひ）〈名〉

てたかすゑ－Ⅷ(6)2１

あんしおそひかなし（按司襲ひ加那志）〈名〉

首里天つきの－Ⅵ(2,8

てにつきわうにせの－Ⅶ(2)1４

あんしおそひかなし天（按司襲ひ加那志天）

〈名〉

首里天つきの－のⅥ剛８

－のミ御ミ事Ⅷ(9)９

首里てたかすゑ－のⅧ脳９

あんしへ（按司部）〈名〉

<に、－の－ＶＭ16,Ｖ(23126,Ⅵ(8)１４

Ⅵ(22)２，Ⅶ(4)２６

あんしをそひかなし（按司襲ひ加那志）〈名〉

天つき王にせの－Ve1)９

い

いきや（如何）〈副〉

－て狸Ⅶ(24)２３

いきよく（動く）〈動〉

－ましⅦ剛２
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いぐさ（軍）〈名〉

－かちよ〈のきちやることハⅦ(22)２０

いけ<すぐ（池城）〈名〉

－の大やくもいⅨ(1310

いし（石）〈名〉

－をはめＶｕＯ１０

－はめさせてェⅧ(1014

-のさい<あつめ候てＸ(4)１１

石かき（石垣）〈名〉

御一つみ申候時のⅥ(2)１９

御一つみ申侯。Ⅵ(11)３

御一つみ申侯あひた'、Ⅵ(３９５

御くす<の御一きよらさちよさあれとも

－のさといしへⅢ(１３２０

－－のせいⅦ(25)23,Ⅶ(26114,Ⅶ(2ｍ２

いちやちや（板門）〈名〉

－けらへわちへⅥ(2Ｕ２

いちやわり（労り）〈名〉

御一'、Ⅷ剛３

いつ（何時）〈名〉

－きやめむⅦ(31)21,ⅦM2)１４

－まてもⅧ㈹５

五く名〉

あつさハーひろⅥ(12)７

いぬたるかね（犬樽金）〈名〉

きす出の大やくもい－Ｖ(3D14

いのり（祈り）〈動〉

＿めしよ'､ちやるけにⅦ(15)17,Ⅵ

v､ふ（言ふ）〈動〉

へんのたけと－。VUO19

いふ（言ふ）〈動〉

－におよひ申さす。Ｘ(7)２４

いへ（威部）〈名〉

御くす〈のうちほかの御一Ⅷ(2913

いま（今）〈名〉

むかし－の事をＶ(6)２３

今く名〉

昔今にもＸＵ３１１１

いまきしん（今帰仁）〈名〉

－思ひとくＸ(２０ｌ

しばこと（異様事）〈名〉

－のあら時やⅦ(25)２

入〈動〉

一事あらはＸｕＵ１

いろいろ〈名〉

－のかさり物をＸＵＯＩ１３

いわひ事（祝ひ事）〈名〉‐ゆわい事

御一かきりなし。Ｖ(5)2５

Ⅵ(5)３

御一つませてⅥ(7)１５

御一のねたてのふかさ'、Ⅵ(11)１３

御一の御〈やうのⅥ(30119

いしふきやう（石奉行）〈名〉

－－人Ⅸ(17)１

石ふきやう（石奉行）〈名〉

－あたにや太郎Ｘ(291

い上（以上）〈名〉

ＩＵＯＩ１８

いしらこ（石子）〈名〉

－はましらこはⅦUD14，Ⅷ(21)１５

いたる（到る）〈動〉

千年万年に－まてＩ(12)2O

わらへ|こ－まてＶ(２６１１

－日く名〉

八月一Ⅶ１０１８

－人く名〉

奉行一一Ｖ㈱５

ふきやう－Ⅶ㈱５

いしふきやう－Ⅸ(17)８

－はん（－番）〈名〉

Ⅷ(24)1９
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-石かき

－つみ申候時のⅥ(2)８

御くす<の－きよらさちよさⅥ(5)２

－つませててⅥ(7)１４

－つみ申侯。Ⅵ０，２

－のねたてのふかさ'、Ⅵ(1,12

-の御〈やうのⅥ(3018

この－つみ申侯あひた'、Ⅵ脳５

－－人

Ｉ(2)２，１(3)２，１(4)２，１(5)２

１(6)２，１(7)２，１(8)２，１(9)２

-いちやわり

－'、Ⅷ剛２

－いへ

うちIまかの－ひのかみⅧ(2912

-いわひ事

一かきりなし。Ｖ(5)２４

－おくり

－し申侯。Ｘ(6)２３

－おもろ

－御たほいめしよわちや事Ⅵ(20127

Ⅵ(２８１２１

－かlまう

－ねかひ申し候てⅧＭ３１２２

－くら

－ともにけらへ申侯。ＷｑＪ９

－<すぐ

－の御石かきⅥ(4)２５

－のこしあてⅥ(5)２１

おらおそひの－Ⅷen25

-のうちほかのⅧ剛５

－城

しよりの－の御まふりⅦ㈱５

－〈やう

－の御ゆわひⅥ(3024

つ

う（卯）〈名〉

ミつのとの－ＶU913,Ｖ(2015

うし（丑）〈名〉

みつのとの－Ⅶ(8)１３

うちく名〉

一七日の－にＸ(5)l

うちほか（内外）〈外〉

－の御いへひのかみⅧ(28124

うちま（内間）〈名〉

－の大やくい、Ⅶ㈹４

うへ（植へ）〈動〉

まつ－申侯ひのもんＶ(1)２５

うへれ（植へれ）〈動〉

まっを－との御ミ事VU3122

うへれ（檀へれ）〈動〉

まつを－はVUO21

うらおそい（浦襲い）〈名〉‐うらおそひ

－のようとれはⅨ(3)１５

－よりしよりにⅨ(2)１５

うらおそいまきり（浦襲い間切）〈名〉

－よりⅨ０１)１４

うらおそひ（浦襲ひ）〈名〉うらおそい

－よりしより,にⅧ(4)１７

うらおそひまきり（浦襲ひ間切）〈名〉

－の大やくもいたⅧ㈱４

えナシ

お

御く接辞〉

－あそひ

－めしよわる VUl)2０
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御せユる－めしよわちへⅥ００７

－給り

一侯ほとにXUO18

-ちゃう

すゑつきの－Ⅵ(2)１３

－ちよわい

－めしよ'､ちゑⅧ(２８１６

－めしよわるⅧ㈱１１

－ちよわひ

－めしよ'､ちや事Ⅷ(25119

－めしよわ}こⅨ(7)２２

－つかい

－のちいへい、Ｘ(9)１０

－とむらひ

－－にＸＵＯ６

－な

王の－を(まＶ(5)１

わうの－をIまⅧ(6)１０

－ハのこらにⅨ(8)２７

－のほり

－めしよわちへⅥ㈱１５

－は力創

ゑそのてたの－やりよるけにⅨ(4)８

この－のさうちはⅨ(１，４

ミいくに－けろへわちへＸ(2)２４

－１±かところ

此一はＸ(１５１３

－ほけ－おほけ

日々のミーハⅥ(32)２４

－ほこり

－めしよわちや事Ｖ(２３１１

－めしよ'､ちゑⅧ(2,8

－ま人

ミはんの－Ⅶ(25119

－まふり

－くらひ

王の－をつきめしよわちへＶ(4)１０

－〈らゐ

わうの－をつきめしよわちへⅧ(4)２

-五人

一に御給り侯ほとにＸＵＯ１３

－さうせ

首里の御世の－のためにⅢ(１２２

首里の御世の－めしよわちへⅥ(7)２

御世の－めしよ'､ちへⅧ(11)２

－めしよわちへⅨ(4)21,Ⅸ(9)１２

－さため

－めしよ'､やるⅦ(3018

-三人

ゑくか－Ｘ(１０５

－すきり

－めしよわちや事Ｘ(2)８

－すし

－よりほかにＸ(l7Ul

-すゑ

この－千年万年にＩ(12)９

－せ〉る

－御たほひめしよわちへⅥ(１０２

－せち

－のミまふりめしよ'､るけにⅦ(21)２３

－たかへ

－めしよわるもりＶ(9)６

－し申侯。Ｖ(２６１１５

－めしよわちや事Ⅷ(29111

-たて

－－めされ侯。Ｘ(1017

－たほい

御おもる－めしよわちや事Ⅵ(21)２

Ⅵ(２８１２６

－たほひ
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しより御城の－Ⅶ(2619

-ミ事

しよりの－Ｉｕｌ)１１

首里天の－Ｖ(1)６

国王の－Ｖ(１３１５

－ををかミＶ(１０１

み－'、Ⅶ(3020

ミーにⅥ(2)２

あんしおそいかなし天のミーⅥ(4)２１

ミーをかみ候てⅥ(7)2６

あんしおそひかなしのミーⅦ(2)２６

首里天のミーにⅧ(1)７

あんしおそひかなし天のミーⅧ(9)２２

ミーおかみ申侯。Ⅸ(12,9

ミーをかミ申候ほとにＸ(3)２０

－ミつかい

－すれててＸ(3)８

ミーめしよわちへⅨ(6)１７

－ミつか井

一めしよわちへⅥCnl9

-ゆわい

－めしよわちや事Ⅲ(9)１８

はし<やうの－申侯。Ⅲ０８１１３

－めしよわちへⅥ(20115

-ゆわい事

千萬の~あり。Ⅷ(8)２

－ゆはひ‐およ’､ひ

－めしよわちへⅥ㈱９

－申侯。Ⅵ(31)２

－世

一の御さうせⅥ(6)28,Ⅶ(24)２，Ⅷ0025

-代

一にⅡ(1)14,Ｖ(8)２１

－よひ

－めしよわちへⅧ卿17,Ⅷ(38)1８

－わたり

一侯て御さ侯間Ｘ(9)2１

おく格助〉

ま玉はし－わたりⅢ(１５１６

おかて（置かて）〈動十接助〉

くす<つませてて－Ⅶ(4)１６

おかて（拝で）〈動十接助〉

ミはひ－あり。Ⅶ(1017

おかミ（拝ミ）〈動〉

御はい－申侯。mUOI25

ミはひ~めしよ｛まる。Ⅶ(17)１２

ミはい－申侯。Ⅷ００１１６

ミ御ミ事一申侯。Ⅸ(n23

おかむ（拝む）〈動〉

－やにおさためめしよ'､やるⅦ(３０１２

おきな'、（沖縄）〈名〉

－の天きや下'、Ⅶ(21)２

－の天か下のあちⅧQO16

おきやかく名〉

よそひおとんの大あんし－Ｉ(2)1９

おきやかもいかなし天（おきやか思い加那志天）

〈名〉

首里の王の－のミ御ミ事にⅢ(1)６

おきやかもひかなし（おきやか思ひ加那志）

〈名〉

首里一まあかとたるＩ(1)３

おく（奥）＜名〉

－のミよⅢ(6)１４

おくのよ（奥の世）〈名〉

－ねんⅦ(1D25

おくと（奥渡）〈名〉

－より上Ⅵ(9)26,Ⅵ(23)５

おくのミよ（奥の澪）〈名〉

とよみもりよそいもり－<もことまりに

Ⅲ(6)1４

－１８２－
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－御五人にＸ(109

おひ人（老ひ人）〈名〉‐おゑ人

一わか人めともＶ㈱１１

おほ－（大一）〈接辞〉

たひら－な'、Ⅷ(12)５

大一く接頭〉

よそひおとんの－あんしおきやかＩ(2)１４

－あんしおしられのＸ(15)１１

おほけく名〉‐御ほけ

ミーにあひ申侯。ＶＵＯ５，Ⅷ(35)３

ミーハⅧ㈱３

大さと（大里）〈名〉

しまおそい－Ⅲ(1017,Ⅷ(27)２２

－の大やくい、Ｖ(３０１３

大ぬし（大主）〈名〉

にるやの－きみ～一のⅥ(26)５

おもひくわへ（思ひ子部）〈名〉

－<にヘーのあんしへＶ(23)13,Ⅵ(21)１５

大あんしおしられの－Ｘ(１，２１

おもひ事（思ひ事）〈名〉

－'、Ⅷ(41)１３

おもひ=ら（思二良）〈名〉

なか城一Ｘ(21)９

思ひとく（思徳）〈名〉

いまきしん－Ｘ(２０１７

おもひふたかね（思二金）〈名〉

とよみくす〈のあんし－Ｉ(9)１８

おもろく名〉

御一御たほいⅥ(20128,Ⅵ(28)２２

おやかなし（親加那志）〈名〉

大ちよもいかなし－Ⅸ(6)１０

おなこの－のＸ(2)１

大やくもい（大屋子思い）〈名〉

あはこんの－Ⅸ(15117

いけ<すぐの－Ⅸ(13117

おくり（送り）〈名〉

御~し申侯。Ｘ(6)２４

おさうせ（御了簡）〈名〉－御さうせ，さうせ

御世の－Ⅶ(24)６

おさまる（納まる）〈動〉

このところに－へし。Ｉ(13114

おさめ（治め）〈動〉

－めしよわる事Ｖ(7)１５

おしあけもり（押し上げ杜）〈名〉

たひらもり－Ⅷ(21)８

－おしられく接辞〉

大あんし－のＸ(15115

-おそい（－襲い）〈接辞〉‐おそひ，をそひ

あんし－かなし天のⅥ(1)17,Ⅵ(4)1l

あんし－Ⅸ(1)1６

あんし－かなしもⅨ(7)1４

あんし－かなしのＸ(1)１５

うら－よりしよりにⅨ(2)１１

うら－のようとれはⅨ(3)１７

うら－まきりよりⅨ(11)16

-おそひ（－襲ひ）〈接辞〉‐おそい，をそひ

あんし－かなしⅥCnll

あんし－かなし天のⅥ(34)11,ⅧM2Ｕ２

あんし－かなしのⅦ(2)１７

うら－まきりⅧ(３６１６

大ちよもいかなし（大ちよ思い加那志）〈名〉

－おやかなしⅨ(6)１

おとちとの（おとち殿）

－もいかねＩ(3)１８

おとん（御殿）〈名〉

よそひ－の大あんしＩ(2)９

おなこ（女）〈名〉

大小のゑくか－Ⅷ(38)１０

わか人一わらへまてもⅧ側)２

－のおやかなしのＸ(1)2３

－１８３－
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うちまの－Ⅶ(３６１９

大さとの－Ｖ(3Ｍ

おろくの－ⅦM1)１４

かうちの－Ⅲ(21)22,Ⅵ㈱１１

かつれんの－－Ⅶ㈱１０

かなくすぐの－Ⅶ㈹８

かなはの－Ⅵ剛１１

，かハかミの－Ⅷ鰯１０

きす湯の－VB1)８

きまの－ⅦM1)２４

<すくまの－Ⅶ(35110,Ⅷ(5,10

<にかみの－、20123,ⅥMOI(12）

くにかミの－ⅥM012,ⅧUnlO

こちひらの－Ⅶ剛10,Ⅸ(１０１

たくしの－、22123

たまくすぐの－Ⅸ07,8

とよみ<すぐの－Ⅸ(１４１５

とよミ城の－Ⅷ㈱１０

なこの－ⅧＭ９Ｉ８

花〈すぐの－Ｖ剛９

ミや平の－Ｖ鰯８

よむたもさの－ⅨＭ１

大やくもいた（大屋子思い達）〈名〉

あすたへ－里主へＶ(１５１１，Ｖ(2４６，

Ⅲ(4)１３

おれる（降れる）〈動〉

むまから－へし。Ⅳ(1)２０

おろく（小禄）〈名〉

－の大やくもいⅦ(4,9

おゑかく名〉

－をかみ申侯。Ⅵ㈱１６

－たまわり申。Ⅷ(39114

おゑか人く名〉

ミやこやへまの－ⅥU013,Ⅵ(23122

あくかヘーのろへⅧ剛７

おゑ人（老ゑ人）〈名〉－おひ人

けす－わか人ⅧMO123

力、

-かく格助〉

首里てた－すゑⅧ(9)５，Ⅷ㈹５

てた－すゑⅧ(6)17,Ⅸ(1)９，Ⅸ(7)７

おきな'､の天一下のあちⅧMOl13

かうち（河内）〈名〉

－の大やくもい、21)17,Ⅵ鯛６

かきつけ（書き付け）〈名〉

この－そむく人あらはＩＵ６Ｉ９

かきのはなち（垣花地）〈名〉

－にせいそろいⅢ(１５１２２

－やらさもり〈すぐによりそろてⅥ

かきり（限り）〈名〉

－なし。Ｖ(6)１，Ｖ(27)1７

あすたへ－里主へＶ(１５１１，Ｖ(24)６，Ⅵ(29

７

うらおそひまきりの－Ⅷ㈱１４

ミはんの－Ⅵ(8)24,Ⅷ(15)７，Ⅷ(32)２１

およ,､ひ（御祝ひ）〈名〉‐御ゆわい，御ゆわ

ひ

ちかための－Ⅶ(1924

およひ（及び）〈動〉

いふに－申さす。Ｘ(8)l

おらおそひ（浦襲ひ）〈名〉

－の御くす〈Ⅷ伽１９

おりあけ（おり上げ）〈動〉

Ⅶ(29)２

－１８４－
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かく（此<）〈副〉

－にてＸ(11)１

かくこ（格護）〈名〉

ミつの－のためにmU3112

とまりの－のためにⅦ(3)１４

やらさもりくすぐの－ⅦMOI11

ミつの－'、ⅦQ1)１

－するへし。ⅦＭ３Ｉ１

かけ（架け）〈動〉

はし－させⅧ(13)２１

<もこはしミ物はし－よわちへⅧ(2312

かさ（傘）〈名〉

さす－のあんしＩ(4)８

かさり物（飾り物）〈名〉

－をすゑＸＵＯ１１９

かす（数）〈名〉

ミ御ほけハーしらすⅥ(３３１２

ミおほけハーしらすⅧ(３９１８

嘉靖く名〉

－元年Ⅲ(3)１

－二十二年Ｖ(１９１

大明一二十二年Ｖ(２８１３

－二十五年Ⅵ(１４１，Ⅵ㈱３

－三十＝年Ⅶ(8)１

大明一三十三年Ⅶ(３３１３

かた（方）〈名〉

そんとんよりこの－Ｖ(3)25,Ⅷ(3)１７

かたく（堅く）〈形〉

ちよ〈－かくこするへしⅦU2)２５

かちよく（海賊？）〈名〉

いぐさ－のⅦ(22)２４

かつれん（勝連）〈名〉

~の大やくもいⅦ㈱４

かなくすぐ（金城）〈名〉

－の大やくい、ⅦM２ｌ１

-かなし（－加那志）〈接辞〉

あんし－もⅨ(7)1７

あんしおそい一天のⅥ(1)20,Ⅵ(4)1４

あんしおそい－のＸ(1)1５

あんしおそひ－Ⅵ⑰14,Ⅶ(2)2Ｏ

あんしおそひ一天のⅥ(34)14,Ⅷ(9)15,

ⅧMal5

あんしをそひ－Ｖ(21)１５

おきやかもひ－Ｉ(1)９

大ちよもい－Ⅸ(6)６

おや－Ⅸ(6)１２

おなこのおや－のＸ(2)３

きこゑ大きみ－Ⅷ(25)７

わう－むⅦU7)３

わう－－のⅧｍ３

王一'、Ｖ(6)８

王にせ－はⅨ(2)４

かなそめはつまき（金染鉢巻）〈名〉

あすたへ－はうすたⅧ(３２１２

かなは（我那覇）〈名〉

－の大やくい、Ⅵ(３８１６

かなひ（叶ひ）〈動〉

ねかひ事一Ｖｍ１

かにく副〉

－ある事はＸ(１３１

金く名〉

千りやうの－をVU7)２９

千りやうの－よりもⅧＭ１６

かのへ（庚）〈名〉

－さるⅨ(1919

かハかミ（河上）〈名〉

－の大やくもいⅧ(52Ｍ

かはら（河原）〈名〉

たひらの－Ⅷ(1215

かIまう（果報）〈名〉

－１８５－
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御一ねかひ申し候てⅧ㈱２３

かミ（神）〈名〉

ひの－ⅧＩ２９Ｉ８

－ほとけの御あそひめしよわるところ

ⅥUD12

-ほとけのをれめしよ'､ちゑⅧ(１９２

上く名〉

おくとより－ⅥU０２，Ⅵ(23111

かみしも（上下）〈名〉

－ちはなれそろてⅧ(102

かミしも（上下）〈名〉

－ちはなれそろてⅦ(5)２２

－のあんしけすⅦUn21

上下く名〉

こくより－Ⅵ(9)21,Ⅵ(２３１２

-からく格助〉

むま－おれるへし。Ⅳ(1)１７

むかし－－Ⅶ剛１７

からめきく動〉

－ミちへＸ(5)５

ミはい－申侯。Ｘ(1’１

からめ〈く動〉

きよく－へしとⅨ⑫10

からめちへ〈動十接助〉

ちはなれ－、くす<つみつけてⅦ(6)1０

きこゑ大きミ（聞得大君）〈名〉

－きみ、／Ⅲ(4)１

きこゑ大きみかなし（聞得大君加那志）〈名〉

－玉うらおそひに御ちよわひⅧ㈱l

きす饅（宜寿次）〈名〉

－の大やくい、Ｖ(31)３

吉日く名〉

六月大声一Ⅶ㈱１２

八月大一Ｖ剛２０

八月一Ⅸ(1917

九月大一IU8U6，ⅧM５１１８

甲く名〉

一子Ｘ(6)６，Ｘ(23111

きのと（乙）〈名〉

－のとりⅢ(3)２１

きほ〈ひり（儀保小坂）〈名〉

－まてⅧ(１４２

きま（儀間）〈名〉

－の大やくもいⅦ(41)2O

きみへ一（君々）〈名〉

きこゑ大きミーのⅢ(4)７

にるやの大ぬし－のⅥ㈱９

きミ、／(君々）〈名〉

きこゑ大きみ－Ｖ(11)7,Ｖ(20)7,Ⅶ15)７，Ⅶ(9)７

－きやく格助〉

おきな'､の天一下ハⅦ(21)９

天一すゑＸ(1)７

きやう（堯）〈名〉

－しゅんの御代ににたり。Ｖ(8)12

-きやめく副助〉

しもしましり－のⅦ剛１７

いつ－むⅦ(31)23,ⅦM2u6

きよら“清ら<）〈形〉

ミちは－ｖ(1ｍ

ちよ<－けらゑらしめしよわちへⅨ(5)1２

き

き（来）〈動〉

いぐさかちよくの－ちゃること′、

きこゑ大きみ（聞得大君）〈名〉

－のあんしＩ(3)６

－きみ、／Ｖ(11)１，Ⅶ(9)１

－きミ、／Ｖ(２０１１，Ⅵ(15)１

－の御せちのⅦ(21)1５

Ⅶ(23)２

－１８６－
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一からめ〈へしとⅨ(１，５

きよらさ（清らさ）〈名〉

御石かきの－ちよさあれとも

きん（金武）〈名〉

－のあんしＩ(8)６

国く名〉

－のようしⅦ(3)２，Ⅶ(21)１１

－のまてやⅦ(１３８

〈にかみ（国頭）〈名〉

－の大やくもい、2017,ⅥMoI6

<に力､ミ（国頭）〈名〉

－の大やくもいⅧ㈹４

国かミ（国頭）〈名〉

－まさふろＸ(1920

〈にヘー（国々）〈名〉

－のあんしへＶ(1010,Ｖ(23120,Ⅵ(8)８

Ⅵ(21)22,Ⅶ(4)２０

－のあちへⅧ6,4

国中く名〉

－の僧侶Ｘ(7)８

九日く名〉

四月一Ⅲ(3)１８

九人く名〉

い上一ＩＵＯ２１

<ひり（小坂）〈名〉

きほ－まてⅧ(１４４

<ま（此処）〈名〉

－にてⅣ(1)１０

〈もこたけ（雲子獄）〈名〉

－世つきたけおりあけわちへⅥ(rn7

〈もことまり（雲子泊）〈名〉

－にⅢ(6)２０

<もこはし（雲子橋）〈名〉

－ミ物はしⅧ⑫１８

<やう（供養）〈名〉

はし－ⅢＵ８１８

御一の御ゆわひⅥGOI25

くら（蔵）〈名〉

御一ともにⅥ(13112

<らひ（位）〈名〉‐くらゐ

Ⅵ(5)７

〈

くき（釘）〈名〉

たしきや－Ⅲ(8)６，ⅦU４６

九月く名〉

－大吉日IU813，ⅧM5)１５

－三日Ⅵ㈱３

<しかミ（具志頭）〈名〉

－ま|こよこＸ(1910

<すぐ（城）〈名〉

御一の御石かきⅥ(4)２６

御一のこしあてⅥ(5)２２

御一のうちほかの御いへひのかみ

－つませててⅦ(4)６

－つミつけてⅦ(6)１６

とよみ－ｍｕ２４

やらさもり－にⅦ(29114

やらさもり－のかくこⅦＭＯ６

おらおそひの御一Ⅷ伽２６

城く名〉

しより御一の御まふりⅦ(２６１６

ぐずくま（城間）〈名〉

－の大やくい、Ⅶ(35)４，Ⅷ6,4

〈に（国）〈名〉

－のまたやⅢ(7)７

－のあんしけすⅢ(11)９

－のまてやⅧＣ３Ｉ２４

－のあちけすたミひやくしやうの

－のあむたⅧ剛2４

Ⅷ㈱1９

Ⅷ002

－１８７－
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玉の御一をつきめしよわちへ

くらゐ（位）〈名〉－くらひ

わうの御一をつきめしよわちへ

くるく（「狂う」か）〈動〉

－ましⅦ剛９

〈わ（子）〈名〉

おもひ－へⅥ(2,18,Ｘ(1,24

月く名〉

五一四日Ⅶ(8)１７

六一二十四日Ｖ(1916

六一大吉日Ⅶ(33110

八一大吉日Ｖ(28118

八一吉日ⅨU9I16

八一一日Ⅵ０４１７

八一十二日Ⅷ(1017

九一大吉日Ｉ(1014,ⅧM５１１６

九一三日Ⅵ(２５１４

十一六日Ｘ(6)１０

十一Ｘ(23115

十二－三十日にⅥ(36)１８

官人く名〉

代の－のＸＯＤ９

元年く名〉

嘉靖一Ⅲ(3)３

Ｖ(4)1１ 天か下のあち－ⅧMOI20

けにく接助〉

ふかさある－ＶU2)26,ⅧU3I15

ありたる－Ⅵ(6)２１

いのりめしよわちやる－Ⅶ05128,Ⅷ(24)２９

ミまふりめしよ'､る－Ⅶ⑫１１

やりよる－ててⅨ(4)１６

けらへ－あくかへ（家来赤頭）〈名〉

里主へ－Ｖ05112,Ｖ(24)17,Ⅶ22)１８

里ぬしへ－Ⅵ(9)７

さとぬしへ－Ⅶ(5)13,Ⅷ(15119,Ⅷ(33)８

Ⅷ㈱２７

けらへ（造へ）〈動〉

いちやちや－わちへⅥ(２０８

－わちへててⅧ剛１０

御はか－わちへＸ(3)１

国のまてや－'､ちへⅦ(13116

御くらともに－－申侯。Ⅵ(13)１６

首里もりまたまもり－てⅥun2

けらゑらし（造らゑらし）〈動〉

ちよ<きよら<－めしよわちへⅨ(5)1７

Ⅷ(4)３

￣

弘治く名〉

一十四年108)８

こぐ（此処）〈名〉

－より上下Ⅵ(9)16,Ⅵ(22)2７

こぐ（国）〈名〉

りうきう－ちうさんわうⅧ(2)１１

国く名〉

大りうきう－Ｖ(3)６

琉球一Ⅶ(1)４

りうきうⅨ(1)５

国王く名〉

け

敬白

石ふきやうあさにや太郎一石ふきやうあさにや太郎－Ｘ(22ｎ４

けす（下司）〈名〉

あんし－のためⅢu1U7

あんしも－もⅣ(1)６，XUn26

かミしものあんし－Ⅶ(１８１２

〈Iこのあち－たミひやくしやうの

あち－そろてⅧ㈱５

ⅧUＯ９

－１８８－
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－御すゑIU2)６

－御IまかのⅨ(11)１

－かきつけＩＵＯ６

そんとんより－かたＶ(3)23,Ⅷ(3)１５

－すミＩ(１５１６，Ⅸ００１

－ところにＩ(１３６

－はしハⅢ11)２

－ひのもん'、Ⅸ(9)２５

此く名＋格助〉

－御すしよりＸＵｎ９

－御はかところはＸＵ５１１

－<すぐ、１３１４

－すミのことはⅢ(１９５

このミ（エミ）〈動〉

国のまてやけらヘハちへ－よ'､ちへ

ⅦU3I21

<|このまてや－よわちへけらへわちへてて

Ⅷ伽２

これく名〉

－ハVUO22

こゑ〈（越来）〈名〉

－のあんしＩ(7)６

－の御ミ事にＶＵ３Ｉ１

五月く名〉

一四日Ⅶ(8)１６

千

一時大明天啓四年Ｘ卿１

こころ（心）〈名〉

－－にあわせＶ(１３２１

御さ侯く動〉

御わたり候て一間ＸｕＯｌ

こしあて（腰当て）〈名〉

御くす〈の－W(5)２７．

世の－あをりやたけⅥ(1013

こちひら（東風平）〈名〉

－の大やくい、Ⅶ(W)４，Ⅸ(15123

こと（事）〈名〉

きちやる－'､なきやものⅦ(23)７

事く名〉

むかしいまの－をＶ(6)２７

おさめめしよわる－Ｖ(7)２４

よるこひたのしむ－かきりなし。Ｖ(2nl5

かにある－はＸ０３７

入一あらはＸｑ８Ｉ２

ことく接助〉

めしよわちや－Ⅸ(3)１２

事く接助〉

めしよ'､ちや－Ⅷ(26)８

めしよわちや－Ⅲ(9)29,Ｖ(23)11,Ⅵ(21)13,

Ⅵ(2918,Ⅷ(5)13,Ⅷ(29121,

Ｘ(2)１８

ことは（言葉）〈名〉

此すミの－'、Ⅲ(19111

五人く名〉

ゑくか御一Ｘ(１６１４

この（此）〈名十格助〉

－御石かきⅥ脳１

さ

さ（歳）〈名〉

とも夢ととひや<－とⅥ剛２９

-さく接辞〉

きよら－Ⅵ(5)１０

ちよ－Ⅵ(5)１４

ふか－Ｖ(12)22,Ⅵ(11)25,ⅧＵ３Ｕｌ

さいく（細工）〈名〉

石の－あつめ候てＸ(4)１４

さいもん（祭文）〈名〉

－よミ侯てＸ(11)1３

－１８９－
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大やくもいた－Ⅵ(9)２

里主へ（里主部）〈名〉

大やくもいた－Ｖ(15)８，Ｖ(24)13,Ⅵ(22)１４

さとり（悟り）〈動〉

－めしよわちへＶ(7)１

候く補動〉

－て

あかめたてまつり－ｍｍ２２

あつめ－Ｘ(4)２１

御わたり－Ｘ(9)２５

よミーＸ(11)2O

ねかひ申し－ⅧＭ７

ミ御ミ事を力､ミーⅥ(8)５

０

御たてめされ－。Ｘ(14)２２

申一・

ミおほけにあひ－。Ｖ(18113,Ⅷ㈱１１

おかみ－゜Ⅷ(3020,ⅨU2)２７

おかミー。Ⅲ0029

御ゆわい－。Ⅲ(18119

御ゆわひ－．Ⅵ61)７

からめき－゜Ｘ⑫６

けらへ－．Ⅵ(13120

御おくりし－。Ｘ(6)３０

御たかへし－．Ｖ(26122

十＝月三十日にしるし－．Ⅵ(３，２８

御せ夢るたまわり－．Ⅲ(5)１１

御石かきつみ－．Ⅵ(11)１０

ミはいをかみ~。Ⅵ(24)17,Ⅵ(29122,

Ⅵ(35)９

おゑかをかみ－。Ⅵ(33120

ミはいをかミー。Ｖ(25)９，Ⅷ卿2６

－（＋名詞）

御わたり候て御さ－間ＸＵＯＩ３

あるまし<－ほとにXq3I20

さうせ（想思）〈名〉

世の御一のために

御一めしよわちへ

Ⅲ(１，３

Ⅵ(7)３，Ⅸ(4)22,Ⅸ(9)

１３

御世のお－Ⅶ剛７

御一一めしよ'､ちへⅧUl)３

さうち（掃除）〈名〉

御Iまかの－ハⅨUD9

さし（刺し）〈動〉

たしきや<きつい－よハちへⅦ(4)１１

たしきや〈きつ－よわちへⅢ(8)１０

さしき（佐敷）〈名〉

ちへねん－わmU426

ちへねん－しもしましりⅦ(2Ｍ

さす（差す）〈動〉

－かさのあんしＩ(4)６

させ（助動〉

はしかけ－ⅧU3)２３

いしはめ－てユⅧ(1418

さため（定め）〈動〉

お－めしよ'､やるⅦ(30)９

さつけ（授け）〈動〉

－めしよわちへＶ(5)１４

里主く名〉

しやなの－ⅥM2ul

花<すぐの－ⅥM3)１２

まふ|この－Ⅵ(41)１１

さとぬしへ（里主部）〈名〉

千人の－あくかへｍＵＯ６

－はんの－Ⅲ03125

みはんの－Ⅶ(5)７

ミはんの大やくもいた－Ⅷ(15)14,Ⅷ(３３１２

うらおそひまきりの大やくもいた－Ⅷ㈱

２１

里ぬしへ（里主部）〈名〉

－１９０－
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御給リーほとにXU6)２１

申一（＋名詞）

つみ－あひたﾉ、Ⅵ(32)１２

つみ－時のⅥ(2)２６

わたり－時にⅡ(2)９

わたし－時のひのもんⅢ(2)１５

うへ－ひのもんＶ(1)２８

たて－ひのもんⅡ(2)１７

をかミーほとにＸ(4)５

さる（申）〈名〉

かのへ－Ⅸ(19Ｉ１２

されはく接〉

－嘉靖二十二年VU8I15

三十

二百一ひろにⅥ(12125

三十三天く名〉

天一m(1,2

三十二年く名〉

嘉靖一Ⅶ(8)３

三十三年く名〉

嘉靖一Ⅶ(33)５

三十曰く名〉

十二月一にⅥ㈱１９

三日く名〉

九月－ひのとのミのへlこⅥ(25)５

三人く名〉

－の世あすたへⅢ(1916

世あすたへ－Ｖ(２９１８，Ⅵ剛10,

し

し（為）〈動〉

御おくり－申候。Ｘ(6)２８

御たかへ－申候。Ｖ(26)２０

しかれはく接〉

御代ににたり。－Ｖ(9)１

御ゆわい事あり。~Ⅷ(8)１１

四月く名〉

－九日Ⅲ(3)１６

四十八年く名〉

萬暦一Ⅸ(１９１４

下く名〉

おきな'､の天きや－ハⅦ(21)１２

天か－のあちけすⅦMO14

＋〈名〉

二百三一ひろにⅥ(12)２６

十月く名〉

一六日Ｘ(6)９

甲子冬一Ｘ(２３１１４

－七日く名〉

－のうちにＸ(4)２４

しほたるかね（小樽金）〈名〉

かなはの大やくもい－Ⅵ㈱１７

〈にかみの大やくもい－Ⅵ(4018

十二月く名〉

一三十日にしるし申侯。Ⅵ(36)１６

十二日く名〉

八月一Ⅷ(18)１８

十八天く名〉

地は－mU7)１０

十四年〈名〉

弘治一Ｉ(10１０

しま（島）〈名〉

－ともにミはいをかみ申候Ⅵ(24)２

世あすたへ－Ｖ(２９１８，Ⅵ(3,10,Ⅶ剛８，

Ⅷ㈱９，Ⅸ(１３７，Ｘ(ｌ９Ｉ７

奉行一Ⅵ側)７

－おろくの大やくもいきまの大やくもい

かなくすぐの大やくもいⅦ(41)６

ゑくか御一ＸＵＯ６

三百人〈名〉

－そうたちⅢUn25

－１９１－
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きやう－の御代にＶ(8)１６

しより（首里）〈名〉

－の御ミ事ＩＵｌ)６

うらおそひより－にⅧ(4)25,Ⅸ(2)１７

首里〈名〉

－の王Ⅲ(1)１，Ⅵ(1)１，Ｘ(1)１

－の御世の御さうせⅥ(6)２４

首里おきやかもいかなし（首里おぎやか思い加

那志）〈名〉

－の御代にⅡ(1)１

首里おきやかもひかなし（首里おぎやか思ひ加

那志）〈名〉

－まあかとたるＩ(1)l

しより御城（首里御城）〈名〉

－の御まふりⅦ(２６１２

首里てたかすゑ（首里てだが末）〈名〉

－あんしおそひかなし天のⅧ(9)１，ⅧM2）

１

首里天く名〉

－の御ミ事Ｖ(1)１

－のミ御ミ事Ⅷ(1)１

首里天つき（首里天継ぎ）〈名〉

－のあんしおそいかなし天のⅥ(4)１

－のあんしおそひかなしⅥ(27)１

－のあんしおそひかなし天のⅥ(34)１

首里もり（首里社）〈名〉

－またまもりけらへてⅥ(15)１９

しら（知ら）〈動〉

ミ御ほけハかす－すⅥ(33Ｍ

かす－すおゑかたまわり申。Ⅷ(39)１０

しるし（記し）〈動〉

十＝月三十日に－申侯。ⅥGO24

しるへ（標）〈名〉

－のためにＸｕ０１

－のあすたⅧ剛１６

しまおそい（島襲い）〈接辞〉

－大さとⅢU４１２，Ⅶ(27)１７

しましり（島尻）〈名〉

下一ⅢU5113

しも－Ⅶ(28)１３

しま圦島世）〈名〉

ミーにんⅢ(9)３，Ⅶ(1219,Ⅷ(23118

しま世（島世）〈名〉

－のてやちきやらⅦGUI２５

しめさしく動〉

およ'､ひ－よハる゜Ⅶ(202

しも（下）〈名〉

かミーのあんしけすⅦ、２３

かみ－ちはなれそろてⅧＵ６１４

下く名〉

こくより上一Ⅵ(9)19,Ⅵ卿３

しもしましり（下島尻）〈名〉

ちへねんさしき－Ⅶ(28)１１

下しましり（下島尻）〈名〉

－ともにⅢ(15)１２

小く名〉

大一のゑくかおなこⅧ(３８１３

正月く名〉

ほん－まゑにⅨUl)２８

尚清く名〉

中山王一'、Ｖ(3)１２

琉球国中山王一Ⅶ(2)l

しやうねい（尚寧）〈名〉

ちうさんわう－′、Ⅷ(3)１

しやな（謝名）〈名〉

－の里主Ⅵ㈹６

しゆる（為ゆる）〈動〉

のこらに－ててⅨ(9)６

しゅん（舜）〈名〉

－１９２－
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す －のミ物Ⅵ(1918

－すぐ助動〉

およひ申さ－゜Ｘ(8)６

かすしら－．Ⅵ㈱６

かすしら－おゑかたまわり申。Ⅷ’

すきり（過ぎり）〈動〉

御一めしよわちや事Ｘ(2)９

すし（筋）〈名〉

御一よりＸ(１１１２

－－のミちVU7)１５

す蜂し（涼し）〈形〉

まつハーＶ(17)１０

すへ（末）〈名〉－すゑ

－まさる王にせかなしはⅨ(1)2O

すみ（墨）〈名〉

此一のこと'、Ⅲ(１９７

すミ（墨）〈名〉

この一見るへし。ＩＵ５１９

この－のあさくならはⅨ(ｍ１４

する（為る）〈動〉

かくこ－へし。ⅦM3)５

すれ（為れ）〈動〉

御ミつかい－ててＸ(3)１４

すゑ（末）〈名〉‐すへ

この御一Ｉ⑫１０

とも勇一ⅦU616

てたか－Ⅷ(6)18,Ⅸ(1)10,Ⅸ(7)８

－まさるわうにせててⅧ(7)２

首里てたか－Ⅷ(9)６，ⅧM2)６

天きや－Ｘ(1)９

すゑ（据ゑ）〈動〉

かさり物を－XUO25

すゑつき（添継）〈名〉

－の御ちやうⅥ(2)７

せ

せい（勢）〈名〉

－そろいⅢ(１０２

－はんのせいやⅦ(25128,Ⅶ㈱１９

－はんの－Ⅶen7

しもしましりきやめの－やⅦ㈱２２

せいいくさ（勢軍）〈名〉

－よせらやいて湯とⅦ００９

せち（霊力）〈名〉

きこゑ大きみの御一のⅦ(2,24

千代〈名〉

－萬代なるまてもⅨ(8)１５

千人く名〉

－のさといしへあくかへⅢ002

千年く名〉

－万年にいたるまてＩ(12ｕ３

－萬年まてもＸ(1,1

千万く名〉

－のミはひⅦ(１０９

千萬〈名〉

－の御ゆわい事Ⅷ(7)２４

千りやう（千両）〈名〉

－の金をＶ(17)２３

－の金よりもⅧ剛1０

Ⅷ(39112

そ

そうたち（僧達）〈名〉

三百人一Ⅲ(１８１１

ちやうらう－そろてⅥ(３０１９

そうふきやう（総奉行）〈名〉

一二人Ⅸ(15)１

－１９３－
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総奉行く名〉

－なか城おもひ=らＸｅ1)１

僧侶く名〉

国中の－めともＸ(7)１２

そむく（背く）〈動〉

このかきつけ一人あらはＩＵＯ１４

そめ（染め）〈接辞〉

かな－はつまきⅧ鯛４

-そろい（一揃い）〈接辞〉

せい－Ⅲ06Ｍ

そろて（揃て）〈動十接助〉

さとぬしへあくかヘーⅢUO17

けらへあくかヘーＶ剛２６

大小の人々－ⅥUO25

-ミはいをかみ申侯。Ⅵｌ２９Ｉ１０

ちやうらうそうたち－Ⅵ(3014

ちはなれ－Ⅶ(6)６，Ⅷ(16Ｉ１３

あんしけす－Ⅶ005

あちけす－Ⅷ(３０１８

ちやうらうはうすた－Ⅶ(19114

そろへ（揃へ）〈動〉

ちからを－ＶｑＯ６

そんとん（尊敦）〈名〉

－よりこのかたＶ(3)16,Ⅷ(3)８

大一く接辞〉

八月一吉日VC8U9

六月一吉日Ⅶ卿１１

九月一吉日Ｉ(1015,ⅧM5)１７

－明１００６，Ｖ(2811,Ⅶ(33)１，Ｘ(2３１３

－りうきう国Ｖ(3)１

代く名〉

二十一一の王のＶ(4)４

二十四一のわうのⅧ(3)２３

千~萬代なるまてもⅨ(8)１６

千代萬一なるまてもⅨ(8)１９

大'１，〈名〉

－の人々Ⅵ(1018

-のゑくかおなこⅧ㈱２

たいへいけう（太平橋）〈名〉

－たいらはしⅧ(1)１２

たいり（内裏）〈名〉

－よりＶ(9)２２

唐〈名〉

－よりＸ(9)６

たかへ（崇べ）〈動〉

御一めしよわるもりＶ(9)７

御~し申侯Ve6U6

御一めしよわちや事Ⅷ(29Ｉ１２

たくし（沢姻）〈名〉

－の大やくもいⅢ⑫１８

たけ（丈）〈名〉

－ハ＋ひろⅦ12)１１

たけ（嶽）〈名〉

へんの－ＶＵＯＩ１５

<もこ－Ⅵ07)１０

世つき－Ⅵ0,16

あをりや－Ⅵ(18)２３

たしきやくき（だしきや釘）〈名〉

一つたしよわちへⅢ(8)２

た

-た（－達）〈接辞〉

あす－Ⅷ(37122

あむ－Ⅷ師３０

大やくもい－Ｖ(1516,Ｖ(24)11,

Ⅵ(22)12,Ⅷ(15112,

Ⅷ㈱１９

ちやうらう－Ⅷ(31)１９

はうす－Ⅶ(19112,Ⅷ(32,4

Ⅵ(8)29,

Ⅷ鰯26,

－１９４－
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たミひやくしやう（民百姓）〈名〉

－のためⅧuO12

ため（為）〈名〉

<}このあんしけすの－mUl)２１

たミひやくしやうの－ⅧUO22

御させの－にⅢUD8

ミつか〈この－にⅢ0316

とまりのかくこの－にⅦ(3)１９

国のようしの－にⅦ(2019

しるへの－にＸ(１０７

太郎く名〉

石ふきやうあたにや－Ｘ⑰１１

-たりく助動〉

きようしゅんの御代に}こ－。Ｖ(8)2６

たるかね（樽金）〈名〉

かうちの大やくもい－ⅥI39I17

たるかねもい（樽金思い）〈名〉

￣たくしの大やくもいm22Ul

－ついさしよ'､ちへⅦＭ)２

たたる（票る）〈動〉

－へし。107)21,XUO22

-たち（一連）〈接辞〉

そう－mU8)３

たて（建て）〈動〉

－申侯ひのもんⅡ(2)１４

このひのもんハーめしよわちやる。Ⅸ０

ひのもん御一めされ候・Ｘ(1418

たてまつり（奉り）〈補動）

あかめ－侯てmU7)１７

たのしむ（楽しむ）〈動〉

よるこひ一事かきりなし。Ve7)１０

たひら（平良）〈名〉

－のかはらⅧ(１２１０

たひらおほな（平良大庭）〈名〉

－′､たひらのかはらⅧ(12)２

たひらはし（平良橋）〈名〉

たいへいけう－Ⅷ(1)１９

たひらもり（平良杜）〈名〉

－おしあけもりⅧ(21)２

たほいく名〉‐たほひ

御おもろ御一めしよわちや事Ⅵ(21)３，

Ⅵ(28)２７

たほひく名〉‐たほい

御せ〉る御一めしよわちへⅥ００８

絵りく動〉

御一侯ほとにXqO19

玉うらおそひ（玉浦襲ひ）〈名〉

－に御ちよわひⅧ㈱１１

たまくすぐ（玉城）〈名〉

－の大やくもいⅨ07)１１

たまわり（賜り）〈動〉

御せ出る－申侯。Ⅲ(5)６

おゑか－申。Ⅷ㈱1８

Ⅸ00)５

ち

ち（地）〈名〉

￣にふしてＩ(17)１４

地く名〉

－は十八天ｍＵｎ７

－にふしてXU8U5

ち（来）〈動〉

玉うらおそひに御~よわひⅧ(25120

御－よわいめしよ'､ちゑⅧ(28)７

いつまても御－よわいめしよわるいつまても御－よわいめしよわるⅧM3Ｕ２

御－よわひめしよわ｛こⅨ(7)２３

ちいへい（指揮）〈名〉

御つかいの－Ｘ(9)１６

ちうさんわう（中山王）〈名〉

りうきうこく－しやうれい'、Ⅷ(2)1４

－１９５－
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このミーⅦ03126,ⅦUO15

めし－Ⅷ01)１１

－わ－

おりあけ－Ⅵ(17)24,ⅥU9I7

けらへ－Ⅵ(20112,Ⅷ(24)14,Ｘ(3)５

つミあけ－Ⅵ(１０７，Ⅵ0915

ととめ－Ⅲ(8)２７

と二め－Ⅶ０４２８

－'、－

おりあけ－Ⅶ(12)７

けらへ－Ⅶ(1318

つミあけ－Ⅶ(12)１５

からめ－Ⅶ(6)１３

からめきミーＸ(5)10

つみみ－てⅥ０３１５

ちへねん（知念）〈名〉

－さしきわｍｌＯ２１

－さしきしもしましりⅦ(28)２

－ちやく接辞〉

－めしよわ－

御すきり一事Ｘ(2)１６

御たかへ一事Ⅷ(29119

御ほこり－Ｖ㈱９

てりあかり一事Ⅷ(5)、

てりあかD－ことⅨ(3)１０

めしよ'､一事Ⅷ(26)６

めしよわ－事Ⅲ(9)27,Ⅵ(21)11,Ⅵ(29)６

ちや（門）〈名〉

いちや－けらへわちへⅥ(2015

ちやう（門）〈名〉

すゑつきの御一Ⅵ(2)１４

ちやうらう（長老）〈名〉
●

~そうたちそろてⅥ(30)３

－はうすたそろてⅦU9I3

ちやうらうた（長老達）〈名〉

中山王〈名〉

大りうきう国一尚清'、ｖ(3)８

琉球国一尚清Ⅶ(1)６

ちかため（地固め）〈名〉

－のおよ'､ひⅦ(1918

ちから（力）〈名〉

－をそろへＶ(16Ｍ

ち金丸（治金丸）〈名〉

ミやこより－ミこしミ玉のⅡ(1)２４

ちきやら（力）〈名〉

しま世のてや－Ⅶ６１)４

ちはなれ（地離れ）〈名〉

－そろてⅦ(5)27,ⅦU6)７

－ちへく接辞〉‐－ちゑ，－て

一めしよわ－

あわし－Ｖ⑫２６

御のほり－Ⅵ㈱２３

御よひ－Ⅷ㈱24,Ⅷ㈱２５

おれ－Ⅲ(4)１９

さつけ－Ｖ(5)２１

さとり－Ｖ(7)８

つき－Ｖ(4)22,Ⅷ(4)１４

つけ－Ⅷ(7)２１

をれ－Ｖ(20119,Ⅵ(15119,Ⅶ(9)１９

－よわ－

かけ－Ⅷ(23)６

けらゑらし－Ⅸ(5)２６

このミーⅧ剛７

つかし－Ⅲ(7)２７

つさし－Ⅲ(8)1４

めし－Ｖ⑫12,Ⅵ(7)11,Ⅵ(15)16,

Ⅵ(2023,Ⅵ(２８１６，Ⅵ(2318,

Ⅸ(5)５，Ⅸ(6)27,Ⅸ(9)2l

わたし－Ⅲ(7)19,Ⅷ卿１４

-よハー

－１９６－
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ミ御ミーめしよわちへⅥ伽２１

つき（継ぎ）〈動〉

御くらひを－めしよわちへＶ(4)１６

御くらゐを－めしよわちへⅧ(4)８

月とく名〉

－におゑかをかみ申侯。Ⅵ卿８

つくり（造り）〈動〉

ミち－Ⅲ(2)４

みち－Ｖ(1)１８

ミちを－VU3U4

つけ（付け）〈動〉

すゑまさるわうにせてて－めしよわちへ

Ⅷ(7)15

-つけ（－付け）〈補動〉

〈すくつミ－てⅦ(6)２２

ミちはしつミ－てⅧU024

つさし（突刺し）〈動〉－ついさし

たしきやくき－よわちへⅢ(8)９

つち（士）〈名〉

とろ－ふかさあるけにＶ⑫１７

とろ－ミつのふかさあるけにⅧU3)２

つち（頂）〈名〉

世の－にⅧ(28)２

つちのと（己）〈名〉

－のとりのへ}こⅦ(8)２１

－のミのへ(こⅧ(1022

っませ（積ませ）〈動〉

御石かき－ててⅥ(7)１９

<すぐ－てておかてⅦ(4)１０

つミ（積ミ）〈動〉

なけ'､二百三＋ひろに－みちへてⅥ03)２

御ちやう御石かき－申候時のⅥ(2)２３

御石かき－申候。Ⅶ11)７

この御石かき－申侯あびた,、Ⅵ剛９

〈すぐ－つけてⅦ(6)2０

〈に、／のあちへ－あすたへⅧ(3,14

-ちゃるく接辞〉

いのりめしよわ－けにⅦ(15)25,Ⅷ(24)２６

き－こと'、Ⅶ(2313

たてめしよわ－゜Ⅸ0011

めしよは－ミせ〉るにⅧ(19128

めしよわ－ミせせるにⅦＵＯ６

-ちゃれく接辞〉

くす<つみつけてみおやし－はⅦ(7)６

ちよく名〉

大一もいかなしⅨ(6)２

ちよく（強く）〈形〉

いぐさか－のきちやること'、Ⅶ(22)２５

－かたくかくこするへし。ⅦM2)２１

－きよら〈けらゑらしⅨ(5)８

ちよさ（強さ）〈名〉

御石かききよらさ－あれともⅥ(5)１２

－ちゑく接辞〉‐ちへ，－て

おほこりめしよ'､－Ⅷ(2,16

めしよ'､－Ⅷ(28)１５

をれめしよ'､－Ⅷ(19115

つ

ついさし（突い刺し）〈動〉－つさし

たしきやくき－よわちへⅦ(１４９

つかい（遣い）〈名〉－つかひ，つか井

ミ御ミーすれててＸ(3)１０

御ミーのちいへいＸ(9)１１

つかし（着かし）〈動〉

ま玉はし<Iこのまたやわたしよわちへ－

よわちへⅢ(7)２２

つかひ（遣ひ）〈名〉‐つかい，っか井

ミ御ミーめしよわちへＶ(22Ｍ

つか井（遣ゐ）〈名〉‐つかい，つかひ

－１９７－
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あんしけすそる－ⅦU8I7

あちけすそる－Ⅷ(30110

御石かきつませ－Ⅵ(7)２２

<すぐつみつけ－Ⅶ(6)２４

ミちはしつミつけ－Ⅷ(１３２６

なけ'､＝百三＋ひろにつみみちへ－Ⅵq3I7

まうはら－Ⅶ(1517

みよ}まら－て要Ⅶ(15)１４

よりそふ－Ⅶ(29123

ちにふし－ＩＵ７Ｕ９

地にふし－Ｘ(18)２０

かくに－ＸＵＤ４

ていわう（帝王）〈名〉

もろこしの－Ｖ(8)７

てたく名〉

－かすゑあんしおそひⅧ(6)１５

首里一かすゑあんしおそひかなし天の

Ⅷ(9)３，Ⅷ㈹３

－かすゑあんしおそいⅨ(1)７

ゑその－の御は力、Ⅸ(4)４

－かすゑあんしおそいかなしもⅨ(7)５

ててく接助〉

御ミつかいすれ－Ｘ(3)１６

やりよるけに－Ⅸ(4)１８

わうにせ－つけめしよわちへⅧ(7)１２

て湧く接助〉

けらへわちへ－いのりめしよわちやるけに

Ⅷ剛１６

のこらにしゆる－Ⅸ(9)９

ミしまよれんみくによれん－Ⅲ(9)１５

いきや－Ⅶ(24)２６

はめさせ－をかてⅧ(１０２０

みよはらて－Ⅶ(１３１５

よせらやい－とⅦU6I19

てにつきわうにせ（天継ぎ王にせ）〈名〉

<もこたけ世つきたけおりあけわちへ－あ

けわちへⅥ００２

あをりやたけおりあけわちへ－あけわちへ

Ⅵ(19110

いしらこはましらこはおりあけハちへ－あ

け'､ちへⅦ(l2UO

いしらこはましらこはおりあけわちへ－あ

けわちへⅧ(22)１０

たいらはし－申時のひのもんⅧ(1)２５

ミちはし－つけてⅧUO22

て

て（手？）〈名〉

しま世の－やちきやらⅦ(31)２

－てく接助〉

ひかしにあたり－ＶＵＯＩ９

<すぐつませてておか－Ⅶ(4)１８

はめさせて出をか－Ⅷ(1025

ミはひおか－あり。ⅦUO19

からめきミちへ－Ｘ(5)１２

首里もりまたまもりけらへ－Ⅵｑｎ５

あかめたてまつり候一Ⅲ(1123

あつめ候一Ｘ(4)２２

御わたり候一御さ侯間Ｘ(9)2６

ねかひ申し候一よるもひるもⅧｕ８

よミ候一XUD21

ミ御ミ事を力鄭ミ侯一Ⅵ(8)６

千人のさといしへあくかへそろ－ⅢUO19

けらへあくかへそろ－Ｖ(21)２８

大小の人々そる－ⅥUO27

そる－ミはいをかみ申侯。Ⅵ剛１２

ちやうらうそうたちそる－Ⅵ(3016

ちやうらうはうすたそる－Ⅶ09116

ちはなれそる－Ⅶ(6)８，ⅧU6I15

－１９８－
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－のあんしおそひかなしのⅦ(2)４

てりあかり（照り上がり）〈動〉

しよりに－めしよわちや事Ⅷ(5)２

しよりに－めしよわちやことⅨ(3)ｌ

てん（天）〈名〉

－にあをきＩＵｎ６

－よりわうの御なをIまⅧ(6)１

天く名〉

－より王の御なを|まＶ(4)２５

おきな'､の－きや下'、Ⅶ(21)８

－きやすゑあんしおそいかなしのＸ(1)６

－にあふきＸ(１０８

－三十三天Ⅲ(17)１

－天く接辞〉

あんしおそいかなし－のⅥ(1)23,Ⅵ(4)1７

あんしおそひかなし－のⅧM2U8

三十三一Ⅲ07)５

十八一Ⅲ(17)１２

天下く名〉

－をおさめめしよわる事Ｖ(7)１１

天啓〈名〉

一四年Ｘ(6)１

大明一四年Ｘ卿５

天つき（天継ぎ）〈名〉

首里一のあんしおそいかなし天のⅥ(4)３

天つき王にせ（天継ぎ王仁世）〈名〉

御なをIま－とさつけめしよわちへＶ(5)６

－のあんしをそひかなしＶ(２，１

－のあんしおそいかなしⅥ(1)６

此くす〈－ミつのかくこのためにⅢ(１３１７

御なを}ま天つき王にせ－さつけめしよわち

へＶ(5)１２

へんのたけ－といふ。VUO17

とも鱈ととひやくさ－ミはいを力､ミ申侯。

Ⅵ(M)３０

まっをうへれ－の御ミ事をかミＶ(１３２５

あにあれは－Ⅸ(8)１３

からめ〈へし－ミ御ミ事おかみ申侯。

Ⅸ(1216

とく副助〉

せいくさよせらやいて湯一一……おかミめし

よ}まる。Ⅶ(16)２１

御さうせめしよわちへ－このひのもん,､た

てめしよわちやる。Ｘ(9)２３

時く名〉

まうはらいの－にⅢ(4)２９

主うはらへの－にⅥ(15129

いよことのあら－やⅦ(25)１１

あめふる－'、Ｖ(12)１１

雨ふる－′、Ⅷ(12)２４

たいらはしつミ申一のひのもんⅧ(1)２９

御ちやう御石かきつみ申候一のひのもん

Ⅵ(2)２８

はしわたし申候一のひのもんⅢ(2)１７

ち金丸ミこしミ玉のわたり申侯一にたて申

侯ひのもんⅡ(2)１１

－大明天啓四年Ｘ(23)２

と（年）〈名〉

とも軽一とひやくさとⅥ(34)２３

ところ（所）〈名〉

この－にＩ(１３９

御あそひめしよわる－Ｖ(12)１

とし（年）〈名〉

ミつのへむまの－Ⅲ(3)1３

と

十く名〉

たけハーひろ

-とく格助〉

Ⅵ(1215

－１９９－

Hosei University Repository



－のあんしＩ(9)６

－の大やくもいⅨU4)７

とよみくすくい鳥響み城）〈名〉

ねたてひかわ又一Ⅲ(12)２１

とよミ城（豊見城）〈名〉

－の大やくい、ⅧＭ８１４

とよミもり（嶋饗み杜）〈名〉

－よそいもりⅢ(6)２

とり（酉）〈名〉

きのとの－のへIこⅢ(3)２５

つちのとの－のへ|こⅦ(8)２６

ひのとの－Ｖ(19126,ⅧU8113,Ⅷ(45)１２

ミつのとの－のへ|こⅥＵ４２５

とろ（泥）〈名〉

－つちふかさあるけにＶ(12)１４

－つちミつのふかさあるけにⅧ(1227

年く名〉

ひのへむまの－Ⅵ(１４１４

ととめ（留め）〈動〉

あさかかね－わちへⅢ(8)２３

と二め（留め）〈動〉

あさかかね－ハちへⅦＵ０２４

とひやく（十百）〈名〉

とも狸と－さとＷ34)２５

とまり（泊）〈名〉

－のかくこのためにⅦ(3)９

とむらひ（弔ひ）〈名〉

御一にいろいろのかさり物をすゑＸＵＯ７

－とも（一共）（接辞〉

おひ人わか人め－わらへIこいたるまて

Ｖ(25)２０

僧侶め－わらへのいふにおよひ申さす。

Ｘ(7)６

－ともく接助〉

きよらさちよさあれ－Ⅵ(5)１８

なきやものやれ－Ⅶ伽１９

ともに（共に）〈副〉

下しましリーかきのはなちにせいそろい

Ⅲ(l5u8

しま－ミはいをかみ申侯。Ⅵ(24)５

大小のゑくかおなこ－御よひめしよわちへ

Ⅷ㈱１４

ともに（共に）〈副〉

御くら－Ⅵ(13114

とも鼻（十百）〈名〉

－ととひやくさとⅥ(34)２０

－すゑⅦ００２

とよみくすく（豊見城）〈名〉

－のあんしＩ(9)６

－の大やくもいⅨ(１０７

とよみ<すぐ（鳴響み城）〈名〉

な

な（名）〈名〉

王の御一をIまＶ(5)２

わうの御一をIまⅧ(6)１１

御一ハのこらにⅨ(8)２８

な（庭）〈名〉

たひらなほ－′、Ⅷ(12)７

なか城（中城）〈名〉

－おもひ＝らＸ(21)５

中くす〈（中城）〈名〉

－のあんしＩ(5)６

-なからく接助〉

むまれ－むかしいまのことをＶ(6)１６

なき（無き）〈形〉

きちやることハーやものⅦ卿１１

なけ（長）〈名〉

－ハニ百三十ひろにⅥU2m9

－２００－
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なこ（名護）〈名〉

－の大やくもいⅧ(４９１４

なし（無し）〈形〉

かきり－Ｖ(6)４，Ｖ(2,20

なは（那覇）〈名〉

－のはんⅦ(26)２３

なら（成ら）〈動〉

あさく－はほるへし。Ⅸ(18112

なる（成る）〈動〉

千代萬代一まてもⅨ(8)２１

なを（猶）〈副〉

金よりも－まさりのⅧ剛2１

つちのとのミのへ－ⅧU330

月と－おゑかをかみ申侯。Ⅵ㈱１０

十＝月三十日一しるし申侯。Ⅵ(3022

ほん正月まゑ－Ⅸ(12)３

－七日のうち－からめきミちへＸ(5)３

昔今一もＸ(13112

（場所）

このところ－おさまるへし。ＩＵ３１１２

くもことまり－ま玉はし<Iこのまたやわた

しよわちへⅢ(6)２６

－すしのミち一千りやうの金をvUn21

みち－いしはめさせて二Ⅷ(１４１２

やらさもりのほか－くす<つませてて

ⅦＵ４４

めしよわちやるミせせる－ⅦUO14

めしよ}まちやるみせ勇る－Ⅷ(２０１６

（対象）

ち－ふしてＩ(17)１５

地一ふしてＸ(1U16

てん－あふきＩｑ７)８

天一あふきＸ(18)９

きょうしゅんの御代一にたり。Ｖ(8)２３

ミおほけ－あひ申侯。Ｖ(18)８，Ⅷ(３５１６

御五人一御給り侯ほとにＸＵ６１１６

御すしよりほか－あんしもけすも入事あら

はＸ(１１１９

（原因）

ミ御ミ事一，ま玉ミなとのミちつくり

Ⅲ(1)２２

世の御さうけのため－，ねたてひかわ又と

よミくすくⅢ(1210

国王の御ミ事一，ミちをつくりＶＵ３Ｉ８

あんしおそいかなし天のミ御ミ事一，すゑ

つきの御ちやうⅥ(2)５

首里天のミ御ミ事~たいへいけうたいらは

Ｉこ

に（似）〈動〉

きようしゅんの御代に－たり。Ｖ(8)２５

にく助動〉

ひとへ－ありたるけに

かく－てＸ(11)３

二百く名〉

なけ'､－三十ひろにⅥ(12)23

-にく格助〉

（時）

千年万年一いたるまてＩ(1218

のち－Ｉ(１４１１

御代一Ⅱ(1)１６

わたり申候時一Ⅱ(2)1２

まうはらいの時一Ⅲ(4)３０

まうはらへの時一Ⅵ(15)３０

きのとのとりのへ－Ⅲ(3)２９

ひのとのとりのへ－Ｖ(1930

ひのとのミのへ－Ⅵ(25)１５

ひのとのゐのへ－Ｘ(6)２１

ミつのとのとりのへ－Ⅵ(１０２９

つちのとのとりのへ－Ⅶ(8)3０

－２０１－
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しつミ申時のⅧ(1)１０

（理由）

てたかすゑあんしおそいかなしも御ちよわひ

めしよわ－，あにあれはとⅨ(8)５

ミ御ミ事を力､ミ申候ほと－，石のさい<あ

つめ候てＸ(4)９

かにある事は昔今にもあるまし<侯ほと－，

末代のしるへのためにＸＵ３１２３

御五人に御給り侯ほと－，千年萬年まても

………入事あらはXqO24

（目的）

ミつか〈このため－，－はんのさといしへ

Ⅲ(13118

とまりかくこのため－，やらさもりのほか

に〈すぐつませててⅦ(3)２１

国のようしのため－，いきやて坐Ⅶ(24)２１

しるへのため－ひのもん御たてめされ侯。

Ｘ(１０９

御な'､のこら－しゆるててⅨ(9)４

御とむらひ－いろいろのかさり物をすゑ

ＸｕＯ１１１

（結果）

こころ一一あわせVqD26

なけ'､＝百三＋ひろ－つみみちへて

Ⅵ(12)２９

（帰着点）

わらへ－いたるまてＶ㈱２６

かきのはなち－せいそろいⅢ(15)２８

やらさもりくす<－よりそふてⅦ(２９１１７

しより－てりあかりめし

よわちや事Ⅷ(4)２８

しより－てりあかりめしよわちやこと

Ⅸ(2)２０

玉うらおそひ－御ちよわひⅧ(25)１７

世のつち－御ちよわいめしよ'､ちゑ

Ⅷ剛４

（方角）

ひかり－あたりてＶＵＯ４

（比況）

ねいしまいしのや－いつまても御ちよわい

Ⅷ㈹３

-にく接助〉

いふ－およひ申さす。Ｘ(7)２６

二十一代く名〉

－の王のＶ(4)１

二十二年く名〉

嘉靖一Ｖ(１９１３

大明嘉靖一Ｖ(２８１５

二十四日く名〉

六月一Ｖ(1917

二十四代く名〉

－のわうのⅧ(3)２０

二十五年く名〉

嘉靖一Ⅵ(１０３，Ⅵ(36)５

萬暦一Ⅶ(１３４，Ⅷ(45)３

－日く接辞〉

六月二十四一Ｖ(1920

八月十二一ⅧUU20

九月大吉一Ｉ(18117,Ⅷ(45119

九月三一Ⅵ㈱６

十二月三十一にⅥ㈱２１

一七一のうちにＸ(4)２６

二人く名〉

ふきやう－Ⅷ(508

そうふきやう－Ⅸ(1518

-にてく格助〉

くま－むらからおれるへし。：くま－むらからおれるへし。Ⅳ(1)１２

にるやの大ぬし（にるやの大主）〈名〉

￣きみへ／のⅥ(2611

-人く接辞〉

－２０２－
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萬暦二十五一Ⅷ００７，ⅧM5)６

萬暦四十八一Ⅸ(19)７

天啓四一Ｘ(6)４，Ｘ(2318

千一万年にいたるまてＩ(12)１４

千~萬年まてもＸｕｎ２

千年万一にいたるまてＩ(12)１７

千年萬一まてもＸＵｎ４

三百一そうたちⅢ07)２７

二一の世あすたへ、19117

世あすたへ三一Ｖ(２９１９，Ⅵ剛１１

:奉行三一ⅥM1)８

ふきやう二一Ⅷ(5019

そうふきやう二一Ⅸ(１３９

ゑくか御五一XUO15

ぬナシ
の

ね

-のく格助〉

（主格）

あんしおそひかなし天一……御ちよわいめ

しよわるⅧQ2I19

いぐさかちよ〈－きちやることハⅦ(2925

いよこと－あら時やⅦ(25)６

御せち－ミまふりめしよ,､るけにⅦ(21)２６

おやかなし－御すきりめしよわちや事

Ｘ(2)６

御世一御さうせめしよわちへⅥ６３０

御世一御さうせめしよ'､ちへⅧUOI27

かみほとけ－御あそひめしよわるＶ(11)１８

かミほとけ－をれめしよ'、ちゑⅧ(１９７

きこゑ大きミきみ、－－おれめしよわちへ

Ⅲ(4)１１

きこゑ大きみきミ、－－をれめしよわちへ

Ｖ(2011,Ⅵ(15111

きこゑ大きみきみ、－－をれめしよわちへ

Ⅶ(9)１１

代の官人一さいもんよミ侯てXul)1l

このすミーあさくならはⅨ㈹６

首里天つきのあんしおそひかなし－とも〉

ととひやくさとⅥ(34)１８

にるやの大ぬしきみ、／￣御のほりめしよ

わちへⅥ(26Ｍ３

子く名〉

甲一Ｘ(6)７，Ｘ(23112

-ねく格助〉

ミしまよ－んⅢ(9)６，ⅦU2)22,

みくによ－んⅢ(9)1３

おくのよ－んⅦ(1D29

ねいし（根石）〈名〉

－まいしのやにⅦ(３１１９，ⅧU2)2１

ねかひ（願ひ）〈動〉

御かIまう－申し候てⅧ側２

ねかひ事（願ひ事）〈名〉

－かなひＶ(26)2４

ねたて（根立て）〈名〉

御石かきの－のふかさハⅥUD18

ねたてひかわ（根立て樋川）〈名〉

－又とよミくす〈、2)１２

－のミつのかくこ'、ⅦM017

-年く接辞〉

大明弘治十四一Ｉ(1312

嘉靖＝十二一Ｖ(１９６

大明嘉靖二十二一Ｖ(28)８

嘉靖＝十五一ⅥU０６，Ⅵ(36)８

嘉靖三十＝－Ⅶ(8)６

嘉靖三十三一Ⅶ㈱８

Ⅷ23121

－２０３－
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ミつ－ふかさあるけにⅧ(１３７

はへおもて－ひとへ(こありたるけに

とよミ城一ⅧＭ８Ｉ８

なこ－Ⅷ㈹６

花くす<－ｖ剛７

みや平一Ｖ剛６

よむたもさ－ⅨU３２８

－ため

御さうせ－にⅢ⑫６

ミつかくこ－にⅦ(3)１７

<|このあんしけす－mUl)１９

たミひやくしやう－ⅧUO20

しるヘーにＸ(14)４

国のようし－にⅦ(24Ｕ７

あんしおそいかなし－おなこのおやかなし

のＸ(1)2１

あんしおそしかなし天一ミ御ミ事に

Ⅵ(1)24,Ⅵ(4)1８

あんしおそひかなし－ミ御ミ事Ⅶ(2)2３

あんしおそひかなし天一ミ御ミ事Ⅷ(9119

石一さいくＸ(4)１２

－はん－さとぬしへⅢ(１３２３

－はん－せいⅦ(25)26,Ⅶ(26117,Ⅶ(27)５

いろいろ－かさり物をXUO17

うちほか－御いへひのかみⅧ(28128

まつをうへれと－御ミ事Ｖ(１３２６

うらおそい－ようとれはⅨ(3)２０

おらおそひ－御くす<世のⅧ伽２４

うらおそひまきり一大やくもいたⅧ(36112

御右かき－ねたてのふかさ'、Ⅵ(11)１６

御右かき－御<やうのⅥ６０２２

おきな'､一天きや下ハⅦ(21)６

おきな'､一天か下のⅧMOI１０

おきやかもいかなし天一ミ御ミ事に

Ⅲ(1)1６

おく－ミよⅢ(6)１６

御くす<－御石かきⅥ(4)2９

Ⅵ(6)1０

ミこしミ玉一わたり申侯Ⅱ(2)３

わうかなし－おほこりめしよ'、ちゑ

Ⅷ伽６

８
ｍ

７２

９
側
㈹

３

２
２

㈱
Ⅷ
Ⅵ

３
Ⅸ

３
９

５
Ⅵ

６
６
０

Ⅲ
Ｉ
川
０

５
３

１
０

８
⑫

８
８
Ⅲ
８
８

伽
Ⅸ

９
４

５
１

㈹
Ⅸ
７
６
ｍ
肌
㈱
Ⅶ
９
㈱
６

蜘
剛
剛
剛
別
Ⅸ

㈱
Ⅷ
川
伽
Ⅶ
Ⅲ
Ⅷ
Ⅶ
⑫

Ⅸ
㈱
㈱
Ⅷ
伽
Ⅶ

｜
Ⅲ
Ⅲ
Ｉ
ｌ
Ｉ

Ⅲ
｜
←

糊Ⅱ献一ト一掃←》『手許『｜『『垰帛郡悸｜刮匡縄←峠』州齊
み
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一
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首里おきやかもいかなし－御代にⅡ(1)１２

しより御城一御まふりⅦ㈱７

首里天一御ミ事Ｖ(1)４

首里天一ミ御ミ事にⅧ(1)４

首里天つき－あんしおそひかなしⅥ⑰６

首里天つき－あんしおそいかなし天の

Ⅵ(4)６

首里天つき－あんしおそひかなし天の

Ⅵ(M)６

此すミーことは'、ⅢＵ９Ｉ９

すゑつき－御ちやうⅥ(2)１１

すゑつき－ミ物Ⅵ(1922

千人一さとぬしへあくかへmUOI4

千萬一ミはひⅦ００１１

千萬一御ゆわい事Ⅷ(7)２６

千りやう－金Ｖｍ２ＺⅧ(34)１４

大'１，－人々Ⅵ００２０

大小一ゑくかおなこⅧ㈱４

たひら－かはらⅧ⑫１３

ちかため－およ'､ひⅦU922

つちのと－とりのへIこⅦ(8)２５

つちのとのとり－ヘにⅦ(8)２８

つちのと－ミのへ|こⅧUO26

つちのとのミーヘにⅧ０３２８

てにつきわうにせ－あんしおそひかなしの

Ⅶ(2)１２

天か下一あちけすⅧMO15

天つき王にせ－あんしをそひかなし

Ｖ(21)７

天つき王にせ－あんしおそいかなし

Ⅵ(1)１２

つミ申候時一ひのもんⅥ(2)２９

つミ申時一ひのもんⅧ(1)３０

はしわたし申候時一ひのもんⅢ(2)１８

とまり－かくこのためにⅦ(3)1２

御くす〈－こしあてⅥ(5)２５

御くす<－うちほかのⅧ(28122

御〈やう－御ゆわひⅥGOI28

御つかい－ちいへいＸ(9)１４

おなこ－おやかなしのＸ(1)２６

御はか－さうちはⅨＵＤ７

大あんしおしられ－おもひくわへＸ(15119

御世一おさうせⅦ剛４

かミしも－あんしけすⅦ(17)２５

きこゑ大きみ~あんしＩ(3)１２

きこゑ大きみ－御せちのⅦ(2,21

きのと－とりのへ}こⅢ(3)24,m(3)２７

きょうしゅん－御代にＶ(8)１９

<に－またやⅢ(7)９

<に－あんしけすⅢ01)１１

くに－あちけすたミひやくしやうの

ⅧＵＯ４

<に－まてやⅧ卿２６

〈に－あむたⅧ師２６

国一まてやⅦ039

国~ようしⅦ(3)３，Ⅶ(24)１２

〈に、／－あんしへＶ(14Ｍ，Ｖ(23124,

W(8)12,W(1226,Ⅶ(4)２４

〈|こへ／￣あちへⅧ(3D８

国中一僧侶Ｘ(7)１０

国王一御ミ事にＶ(１３３

三人一世あすたへmU9I18

-七日一うちにＸ(4)２７

しま－あすたⅧ(ｍｌ８

しま世~てやちきわらⅦ(30128

しもしましりきやめ－せいやⅦ(28)２０

しやな－里主Ⅵ㈹９

しより－御ミ事１０，９

首里一御世のⅥ(6)２６

首里一王Ⅲ(1)３，Ⅵ(1)３，Ｘ(1)３

－２０５－
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なは－はんⅦ㈱２５

二十一代一王のＶ(4)５

二十四代一わうのⅧ(3)２４

にるや－大ぬしきみ～〆のⅥ(26)４

ねいしまいし－やにⅦ(31)16,ⅧM2)２８

御石かきのねたて－ふかさ'、Ⅵ(11)2１

ねたてひかわ－ミつのⅦUO23

はし〈やう－御ゆわいmU8I11

花くす〈－里主Ⅵ㈹１０

ひ－かミⅧ(29Ｗ

ひ－もんⅡ(2)20,m(2)21,Ｖ(2)２，Ⅵ(3)

２，Ⅷ(2)２，Ⅸ(9)29,ＸＵＯ１２

－すし－ミちVU7U7

ひのと－とりＶ(1925,Ⅷ(18)12,Ⅷ㈹１１

ひのと－ミのへIこⅥ(25)１１

ひのとのミーヘにⅥ㈱１３

ひのと－ゐのへ|こＸ(6)１７

ひのとのゐ－へIこＸ(6)１９

ひのへいま－年Ⅵ(１０１３

日と－ミ御ほけ'、Ⅵ(32)2l

まうはらい－時にⅢ(4)２７

まうはらへ－時にⅥ(15127

まさり－ミおほけにⅧ剛２７

ま玉ミなと－ミちつくりⅢ(1)２９

末代~しるへのためにＸＵ３１２７

まふに－里主ⅥＭ９

ミいくに－御はかＸ(2)２４

ミつ－かくこmU3I11，ⅦMD27

ミつのと－うＶ(19112,Ｖ(28Ｕ４

みつのと－うしⅦ(8)１２

ミつのととり－へにⅥＭ２７

ミつのへむま－としⅢ(3)１２

みはん－さとぬしへⅦ(5)５

ミはん一大やくもいたⅥ(8)22,Ⅷ(15)５，

Ⅷ脳1９

ミはん－御ま人Ⅶ㈱１７

ミやこやへまおゑか人ⅥU011,Ⅵ(23)２０

むかしいま一事をＶ(6)２５

もるこし－ていわうＶ(8)５

やらさもり－ほかにⅦ(3)２８

やらさもりくす〈－かくこⅦ(４０９

世一御さうせⅢ01)２７

世一こしあてⅥｑ８Ｕｌ

おらおそひの御くす〈世一つちにⅧen30

代一官人のＸ(11)７

よそひおとん一大あんしＩ(2)１２

＝十四代のわう－御くらゐをⅧ(3)２８

わう－御なをIまⅧ(6)８

王一御くらひＶ(4)８

王一御なをIまＶ(6)3O

わらへ－いふにおよひ申さす。Ｘ(7)２２

ゑそのてた－御は力、Ⅸ(4)６

（同格）

ゑそ－てたの御は力、Ⅸ(4)３

のこら（残ら）〈動〉

御なハーにしゆるててⅨ(9)１

のち（後）〈名〉

－にあらそふ人あらはＩ(１４９

のほり（上り）〈動〉

にるやの大ぬしきみへ－の御一めしよわち

へⅥ(26)１６

のろへ（ノロ部）〈名〉

あくかへおゑか人一しまのあすたⅧ師1２

I式

-はく副助〉

いしらこ－ましらこはⅦUl)18,Ⅷ(21)１９

御はかところ－ＸＵ５ｌ９

かにある事一Ｘ(138

－２０６－

Hosei University Repository



－はく副助〉

王の御なを－Ｖ(5)４

わうの御なを－Ⅷ(6)１３

－はく接助〉

人あら－Ｉ(1422,10022

入事あら－Ｘ(１８１６

あにあれ－Ⅸ(8)12,Ｘ(7)６

あさくなら－ほるへし。Ⅸ００１４

<すぐつみつけてみおやしちやれ＿

Ⅶ(7)９

－'、〈接助〉

まつをうへれ－VUO24

ミおやしたれ－ⅧUn8

はい（拝）〈名〉

み－'、Ⅵ(33)２３

ミーおかみ申侯。Ⅷ(30)１３

ミーをかミ申侯Ｖ(２５１２，Ⅵ(24)10,ⅥC9I15b

Ⅵ(３５１２，Ⅷ(M)１９

ミーおきな'､のⅧＭＯ３

ミーからめき申侯XUD24

御一おかミ申侯。ⅢUO22

はうすた（坊主達）〈名〉

ちゃうらう－そろてⅦＵ９Ｉ９

かなそめはつまき－ミはんの大やくもいた

Ⅷ(32)１１

は力､（墓）〈名〉

御一やりよるけにててⅨ(4)９

この御一のⅨ００５

ミいくに御一けらへわちへＸ(2)２５

１±かところ（墓所）〈名〉

此御一はＸ(15)４

はし（橋）〈名〉

－わたし申侯Ⅲ(2)８

この－'、Ⅲ(11)５

－かけさせⅧ(1318

いしらこはましらこ－ⅦUD24，Ⅷ(21)２５

うらおそいのようとれ－Ⅸ(3)26

-'、〈副助〉

あと－てたかすゑあんしおそいかなしも

Ⅸ(7)３

つみ申侯あひた－Ⅵ鰯1７

あっさ－五ひろⅥ(、５

御いちやわり－Ⅷ(34)８

御な－のこらにⅨ(8)２９

たひらおほな－Ⅷ(１２８

おもひ事一Ⅷ(41)１７

ミっのかくこ－Ⅶ側)４

きちやること~なきやものⅦ(2319

此すミのことは－Ⅲq9I14

さうち－Ｍ１)1２

これ－VUO24

中山王尚清一．Ｖ(3)１４

しやうれい－Ⅷ(3)６

天きや下一Ⅶ(21)１３

たけ－＋ひろⅥ(12)１３

地一十八天皿17)８

あめふる時一Ｖ(12)１３

雨ふる時一Ⅷ⑫２５

なけ－二百三＋ひろにⅥU2)2l

このはし－Ⅲ(11)７

このひのもん－たてめしよわちやる。

Ⅸ００１３

御石かきのねたてのふかさ－Ⅵ(11)２６

ミち－きよらくVU6I28

まつ－すエしⅦ7)８

日とのミ御ほけ－かすしらすⅥ鰯２７

ミおほけ－Ⅷ剛６

み御ミ事一Ⅶ(30123

みはい－Ⅵ卿２５

王かなし－Ｖ(6)1１
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みよ~てて聾Ⅶ(l5U2

-はらい（－祓い）〈接辞〉‐はらひ，はらへ

まう－の時にⅢ(4)２４

－はらひ（－祓ひ）〈接辞〉－はらい，Ｉ士らへ

まう－めしよはちやるミせ〉るにⅧu920

まう－めしよわちやるミせせるにⅦｐ)２４

－はらへ（－祓へ）〈接辞〉‐はらし､’はらひ

まう－の時にⅥ(15124

はゑはら（南風原）〈名〉‐I土へはら

－しまおそい大さとⅦ伽１２

はん（番）〈名〉

なはの－Ⅶ(2027

-はん（－番）〈接辞〉

－－のさといしへmU3121

ミーの大やくもいたⅥ(8)2０

ミち－つミつけてⅧ0019

-はし（一橋）〈接辞〉

<もこ－Ⅷ⑫２１

たひら－Ⅷ(1)２２

ま玉一Ⅲ(7)４，ｍｌ５Ｉ４

ミ物一Ⅷ⑫２６

はし〈やう（橋供養）〈名〉

－の御ゆわいⅢU３６

八月〈名〉

－大吉日Ｖ(２８１１７

－－日Ⅵ(１４１６

－十二日ⅧUO16

-吉日Ⅸ0915

-ハちへく補動〉‐わちへ

おりあけ－Ⅶ(１２６

けらへ－ⅦU317

つミあけ－Ⅶ⑫１４

と出め－Ⅶ(１０２７

はつまき（鉢巻）〈名〉

かなそめ－Ⅷ鰯６

花〈すぐ（花城）〈名〉

－の大やくい、Ｖ(M)３

－の里主Ⅵ㈹６

はひ（拝）〈名〉‐はい

ミーおかミめしよ'まる。

ひ

ひ（火）〈名〉

－のかミⅧ(2916

ひ（碑）〈名〉

－のもんⅡ(2)19,m(2)20,Ｖ(2)１，Ⅵ(2)

１，Ⅷ(2)１，Ⅸ(9)28,Ｘ(1011

ひかし（東）〈名〉

－にあたりてVuOI1

ひかわ（樋川）〈名〉

ねたて－Ⅲ⑫15,ⅦMOI２０

人く名〉

あらそふ－あらはＩ(1018

そむく－あらはIU6)１８

－すし（一筋）〈名〉

－のミちVU7)１４

－〈名〉

こころ－にあわせＶ(15125

人々〈名〉

ミーおかミめしよはるαⅦｍ９

ミーおかてあり。ⅦU8U4

I±へおもて（南風表）〈名〉

－のひとへIこありたるけにⅥ(6)５

１土へはら（南風原）〈名〉－はゑはら

－しまおそい大さとⅢＭ７

はめ（嵌め）〈動〉

いしを－Ｖ(１９１４

いし－させて坐ⅧＭ１７

はら（払）〈動〉

まう－てⅦ(1３５
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ふきやう（奉行）〈名〉

－－人Ⅶ㈱２

－二人Ⅷ(503

いし－Ⅸ⑰３

石一Ｘ⑫２

そう一二人Ⅷ剛３

奉行く名〉

－－人Ｖ㈱２

－三人Ⅵ側)４

総一ｍ２Ｄ２

ふし（伏し）〈動〉

ちに－てＩｍ７

地に－てＸＵ８Ｉ１８

=ひろ（二尋）〈名）

ふかさハーⅥUD28

冬く名〉

一十月ＸＣ３１１３

ふる（降る）〈動〉

あめ一時ハＶＵｍ８

雨一時ハⅧ(1221

－ミおほけにあひ申侯。ＶＵ８Ｍ

大小の－そろてⅥdo）２２

ひとへ（－重）〈名〉

－にありたるけにⅥ(6)１２

ひのかミ（火の神）〈名〉

御いへ－御たかへめしよわちや事

ひのと（丁）〈名〉

－のとりＶ(1922,Ⅷ(１８１９，Ⅷ(４５１８

－のミのへ|こⅥ(25)８

－のゐのへIこＸ(6)１４

ひのへ（丙）〈名〉

－むまⅥ(１０８，Ⅵ㈱１０

日とく名〉

－のミ御ほけハⅥ剛１９

ひやく（百）〈名〉

ともシとと－さとⅥ剛２６

百く名〉

三一人ⅢUn26

二一三＋ひろにⅥU2)２４

ひやくしやう（百姓）〈名〉

たミーのためⅧUOI14

ひる（昼）〈名〉

よるも－もＶ㈱11,ⅧＭ１４

－ひろ（－尋）〈接辞〉

あつさ'､五一Ⅵ(12)８

たけ'､十一Ⅵ(12)1６

ねたてのふかさは二一ⅥUD29

なけハニ百三十一にⅥ(1２２７

Ⅷ(2９１６

ｸﾞ、

へ（日）〈名〉

きのとのとりの－にきのとのとりの－にⅢ(3)２８

つちのとのとりの－にⅦ(8)２９

つちのとのミの－にⅧ(1029

ひのとのとりの－にＶ(1929

ひのとのミの－にⅥ㈱１４

ひのとのゐの－にＸ(6)２０

ミつのとのとりの－にⅥUO28

-へ（－部）〈接辞〉

あすた－Ｖ(1024,Ｖ(24)４，Ⅷ｜

あち－Ⅷ８１)1２

あんし－Ｖ(1019,Ｖ(23)29,Ⅵ（

￣

心、

ふかさ（深さ）〈名〉

とるつち－あるけにＶ⑫２０

御石かきのねたての－'、Ⅵ(11)２３

ミつの－あるけにⅧ0319

Ⅷ(3,24

Ⅵ⑪Ⅵ(8)1７，
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ほと（程）〈副助〉

あるまし<候一にＸ(13121

御給り候一にＸ(16122

を力､ミ申候一にＸ(4)７

ほとけ（仏）〈名〉

かミーの御あそひめしよわるところ

Ｖ(11)１５

かみ－のをれめしよ'､ちゑⅧ(１９４

ほる（彫る）〈動〉

このすミのあさくならは－へし。Ⅸ(18)１６

ほん（盆）〈名〉

－正月まゑにⅨ(1,25

５，Ⅶ(4)２９

おもひくわ－Ｖ(23,8,Ⅵ(21)21,Ｘ(15126

さとぬし－Ⅲ００１１０，ⅢU３２９，Ⅶ(5)11,Ⅷ

（15)18,Ⅷ(33)６，Ⅷ㈱２５

里ぬし－Ⅵ(9)５

里主一Ｖ(15110,Ｖ(24)15,Ⅵ⑫１６

のろ－Ⅷ剛１４

世あすた－Ⅲ(1924,Ｖ(２９１６，Ⅵ剛８，Ⅶ

（34)６，ⅧM６１７，Ⅸ(１３１５，Ｘ(1９

５

へし〈助動〉

おさまる－．ＩＵ３Ｉ１８

おれる－－－。Ⅳ(1)２３

か<こする－．ⅦQ3I7

きよら〈からめ<－とⅨ(l2u4

たたる－．ＩＵ７)24,Ｘ(18Ｉ２５

見る－。Ｉ(15)１４

ほる－゜Ⅸ(18118

へんのたけ（弁の嶽）〈名〉

たいりよりひかしにあたりて－といふ。

VuO11

ま

まあかとたる（真加戸樽）〈名〉

首里おきやかもひかなし－Ｉ(1)１３

まいぐさ（真伊久佐）〈名〉

〈すくまの大やくもい－Ⅶ(35ｕ６

まいくさかね（真伊久住金）〈名〉

みや平の大やくもい－VG2U4

まいし（真石）〈名〉

ねいし－のやにⅦ(31)13,ⅧM2125

まう（毛）〈名〉

－はらいの時にⅢ(4)２４

－はらひめしよわちやるミせせるに

Ⅶ(9)２２

－はらひめしよ}まちやるミせ勇るに

Ⅷ(１９１２０

－はらへの時にⅥ(15)２２

－はらてⅦ(192

申さく補動〉

いふにおよひ－す。Ｘ(8)４

まうし（真牛）〈名〉

こちひらの大やくもい－Ⅶ(3,16

ほ

ほか（外）〈名〉

やらさもりの－にⅦ(4)２

うち－の御いへひのかみⅧ(28126

御すしより－にxU7n7

ほけ〈名〉

ミお－にあひ申侯。VU8)６，Ⅷ(35)４

ミお－ハⅧ㈱４

日とのミ御一ハかすしらすⅥ(3a25

ほこり（慶り）〈動〉

御一めしよわちや事Ｖｅ３１２

お－めしよ'､ちゑⅧ伽９

－２１０－
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おゑかたまわり－．ミはいおきな'､の

Ⅷ０９１２２

とよミ城の大やくもい－ⅧM8)１６

申しく補動〉

ねかひ－候てⅧ側５

申く動〉

Ｉまし<やうの御ゆわい－侯Ⅲ(18118

御ゆわひ－侯。Ⅵ(31)６

申く補動〉

ミおほけにあひ一侯。Ｖ(1012,Ⅷ(35)１０

まつうへ一侯ひのもんＶ(1)２７

ミはいおかみ~。Ⅷ剛１９

ミ御ミ事おかみ－。ⅨU226

御はいおかミー侯。mUOI28

ミはいからめき－侯。Ｘ(ｎ５

御くうとものけらへ一侯。Ⅵ(1319

御おくりし一侯。Ｘ(6)２８

御たかへし一侯。Ｖ(26)２１

十二月三十日にしるし一侯。Ⅵ(36)２７

たて一侯ひのもんⅡ(2)１６

御せ〉るたまわり一侯。Ⅲ(5)１０

御石かきつみ一侯時のひのもんⅥ(2)２５

御石かきつみ一侯。ⅥＵＤ９

御石かきつみ――侯あひた'、Ⅵ(32)１１

はしわたし一侯時のひのもんⅢ(2)１４

ち金丸ミこしミ玉のわたり一侯時に

Ⅱ(2)８

ミはいをかみ一侯。Ⅵ(2016,Ⅵ(29121,

Ⅵ(35)８

おゑかをかみ－候Ⅵ(33119

ミはいをかミー侯。Ｖ(２５１８，ⅧＭ２５

ミ御ミ事を力､ミー侯ほとにＸ(4)４

首里天の御ミ事をかみ－、みちつくり

Ｖ(1)１３

申く補動〉

たいらはしつミー時のひのもんⅧ(1)２７

申く補動〉

まうし（真牛）〈名〉

とよミ城の大やくもい－Ⅷ(8)１６

まうしかね（真牛金）〈名〉

－かうちの大やくい、、21)1１

まうはらい（毛祓い）〈名〉

－の時にⅢ(4)２２

まうはらひ（毛祓ひ）〈名〉

－めしよ}まちやるミせ二るにⅧ１

－めしよわちやるミせせるにⅦ｜

まうはらへ（毛祓へ）〈名〉

－の時にⅥ(15122

まかねたる（真金樽）〈名〉

－<にかみの大やくもいⅢ(20111

まきり（間切）〈名〉

うらおそい－よりⅨ(11)１９

うらおそひ－のⅧ(36)９

主五ら（真玉良）〈名〉

花<すぐの大やくい､－Ｖ(34)１５

しやなの里主一Ⅵ㈹１４

〈lこかミの大やくもい－Ⅷ例１６

まさかひ（真栄）〈名〉

花くす<の里主一ⅥU3I15

まさふろ（真三郎）〈名〉

国かミーＸ(19124

まかふろかね（真三郎金）〈名〉

こゑ<のあんし－Ｉ(7)１５

きんのあんし－Ｉ(8)１４

まさり（勝り）〈名〉

なを－のミおほけにⅧ剛２４

まさる（勝る）〈動〉

すゑ－わうにせててⅧ(7)４

すへ－王にせかなしはⅨ(1)２２

ま三ら（真三良）〈名〉

Ⅷ(1918

Ⅶ(9)2２
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きほ<ひり－ⅧU０７

千年萬年一もＸＵｎ５

おなこわらへ－もⅧuD9

まてく名〉

国の－やⅦ0310

<Iこの－やⅧ(23)２７

まとく（真徳）〈名〉

うち主の大やくもい－Ⅶ(３３１５

まなへたる（真鍋樽）〈名〉

さすかさのあんし－Ｉ(4)１６

まにきよたる（真仁堯樽）〈名〉

中くす<のあんし－Ｉ(5)１６

ま}こよこ（真如古）〈名〉

くしかミーーＸ(1915

ま人（真人）〈名〉

ミはんの御一Ⅶ(25120

まふとう（真布度）〈名〉

かつれんの大やくい､－Ⅶ(30116

まふとかね（真布度金）〈名〉

大さとの大やくもい－ｖ(30114

まふに（摩文仁）〈名〉

－－の里主Ⅵｕ６

まふり（守り）〈動〉

まふIこの里主一Ⅵ(u)１４

ましく助動〉

いきよく－Ⅶ勘６

<るく－Ⅶ鰯１２

まし<く助動〉

ある一侯ほとにXU317

ましらこ（真石子）〈名〉

いしらこは－はⅦqD20，Ⅷ伽２１

又く副〉

ⅢUD24,,12)19,Ⅵ(9)24,Ⅵ(２５１１１

Ⅷ０９１，Ⅶ伽10,ⅦM015,Ⅷ(31)２,

ま玉橋（真玉橋）〈名〉

－<}このまたやわたしよわちへ

－をわたりⅢ(ｎ２

ま玉ミなと（真玉湊）〈名〉

－のミちつくりⅢ(1)２４

またまもり（真玉杜）〈名〉

首里もり－けらへてⅥU6I24

主たく名〉

<Iこの－やⅢ(7)１０

またる（真樽）〈名〉

なこの大やくもい－ⅧM9i14

<すぐまの大やくもい~Ⅷ15,16

かハかミの大やくもい－Ⅷ脳１６

まつ（松）〈名〉

~うへ申侯ひのもんＶ(1)２２

－をうへれとのＶ(1318

-をうへれはＶ(１６１７

－ハす出し。Ｖｍ６

末代く名〉

－のしるへのためにXU325

-まてく副助〉

いたる－Ｉ⑫23,Ｖ(26)４

．なる－もⅨ(8)２３

いつ－もⅧM3)７

Ⅵ(３０１，

Ⅷ㈱２

Ⅲ(7)２

御せちのミーめしよ'､るけにⅦ(22)３

まふり（守り）〈名〉

しより御城の御一Ⅶ剛１０

まもたいかね（真武体金）〈名〉

みやきせんのあんし－Ｉ(6)１７

まゑ（前）〈名〉

ほん正月一にⅨ⑫１

葛〈名〉

千一のミはひⅦ００１０

千一の御ゆわい事Ⅷ(7)２５

葛代く名〉

千代一なるまてもⅨ(8)1８

－２１２－
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万年く名〉

千年一にいたるまてＩ(1D16

萬年く名〉

千年一まてもＸ(17)３

萬暦く名〉

一二十五年Ⅷu０２，Ⅷ㈹１

－四十八年Ⅸ(1912

－すれててＸ(3)９

－御ミつかい

－めしよわちへⅨ(6)１６

－御ミつかひ

－めしよわちへＶ⑫１

－御ミつか井

一めしよわちへⅥUnl8

-おやたいり

－おかむやにⅦ(29125

－しまよ

－ねんⅢ(9)２，Ⅶ(12)18,Ⅷ(23Ｕ７

－はい

－をかミ申侯。Ｖ(２５１１，ⅧＭ１８

－をかみ申侯。Ⅵ(24)９，Ⅵ(29ﾘ14,Ⅵ(35）

－おかみ申侯。Ⅷ剛１２

－おきな'､のⅧＭＯ１２

－からめき申侯。Ｘ(11)２３

－はひ

－おかミめしよ'まる。ⅦU7)８

－おかてあり。Ⅶ(18113

－まふり

－めしよ'､るけにⅦ(22)２

御一く接辞〉

－はいおかミ申侯。ⅢUOI21

ミいくにく副〉

－墓Ｘ２０

ミおやしく動〉

くす<つみつけて－ちゃれはⅦ(7)２

ミちはしつミつけて－たれ'、Ⅷ07)２

ミこし（御腰）〈名〉

ち金丸一ミ玉のわたり申候時にⅡ(1)２８

ミせせるく名〉

めしよわちやる－にⅦ0010

ミせ邑るく名〉

めしよ'まちやる－にⅧ(2０２

み

ミ（巳）〈名〉

ひのとの－のへlこⅥ(25112

つちのとの－のへIこⅧ(1027

み－（御一）〈接辞〉

－御ミ事'、Ⅶ(３０１１９

－<によれんⅢ(9)９

－はいハⅥ卿２２

－よはらてⅦ(１３９

ミー（御一）〈接辞〉

－おほけ

－にあひ申侯。VU8)４，Ⅷ

－'、Ⅷ(３９１２

－御ほけ

日との－'、Ⅵ(32)２３

－御ミ事

おきやかもいかなし天の－に

ⅧG5)２

おきやかもいかなし天の－にⅢ(1)1８

あんしおそいかなし天の－にⅥ(2)１

あんしおそいかなし天の－Ⅵ(4)2O

あんしおそひかなしの－Ⅶ(2)2５

あんしおそひかなし天の－Ⅷ(9)２１

首里天の－にⅧ(1)６

－をカユミ侯てⅥ(7)２５

－おかみ申侯。Ⅸ(1218

-をかミ申候ほとにＸ(3)１９

御一つかい

－２１３－
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ミ物（見物）〈名〉

すゑつきの~いちやちやⅥ(1924

〈もこはし－はしⅧ(22)２４

みやきせん（今帰仁）〈名〉

－のあんしＩ(6)６

ミやこ（宮古）〈名〉

－よりⅡ(1)１８

－やへまのおゑか人Ⅵ００４，Ⅵ(23)１３

ミや平（官平）〈名〉

－の大やくい、Ｖ(32Ｉ３

みよ（澪）〈名〉

－はらてⅦ(１３９

ミよ（澪）〈名〉

おくの－Ⅲ(6)１７

見るく動〉

このすミーヘし。Ｉ(15)１２

明く名〉

大－１(１８１７，Ｖ(28)２，Ⅶ(33)２，Ｘ(2３１４

御せ凶るく名〉

－たまわり申侯。Ⅲ(5)１

－御たほひめしよわちへⅥuO2

ミ玉（御玉）〈名〉

ち金丸ミこし－のⅡ(2)１

みち（道）〈名〉

－つくりＶ(1)１５

－にいしはめさせて二Ⅷ００１０

ミち（道）〈名〉

－つくりⅢ(2)１

－をつくりＶＵ３１１０

－はきよらくＶＵ６２６

－すしの－にＶＵ７Ｕ９

－はしつミつけてⅧＵ６１１７

－ミちへく補動〉

からめき－てＸ(5)９'

一みちへ〈補動〉

つみ－てⅥ(13Ｍ

ミつ（水）〈名〉

－のかくこのためにⅢＵ３９

－のかくこ'、ⅦMO25

-のふかさあるけにⅧ(135

ミつのと（癸）〈名〉

－のうＶⅡ９１８，Ｖ(28)１０

－とりのへ|こⅥ(1021

-のうしⅦ(8)８

ミつのへ（壬）〈名〉

－むまのとしⅢ(3)６

ミなと（湊）〈名〉

ま玉一Ⅲ(1)２６

ミはん（三番）〈名〉

－の大やくもいたⅥ(8)19,Ⅷ(15)２，

む

-むく副助〉

いつきやめ－Ⅶ(31)26,ⅦM2U9

わうかなし－Ⅶ(17)６

むかし（昔）〈名〉

－いまの事をＶ(6)２０

－もろこしのていわうＶ(7)２６

－からⅦ⑫１４

昔く名〉

－今にもＸ(1310

むま（馬）〈名〉

－からおれるへし。Ⅳ(1)１５

むま（午）〈名〉

ひのへ~Ⅵ(1411,Ⅵ(36)１３

ミつのへ－のとしⅢ(3)1０

Ⅷ剛

１６

－の御ま人Ⅶ(２５１１４

－のさといしへⅦ(5)２

－２１４－

Hosei University Repository



むまれ（生まれ）〈動〉

－なからＶ(6)1３

御たかへ－よわちや事Ⅷ(29115

御ちよわい－よ'､ちゑⅧ(28)１１

御ちよわい－よわるⅧM3)１６

御ちよわひ－よハちや事Ⅷ(26)２

御ちよわひ~よわにⅨ(8)１

御のほり－よわちへⅥ(26119

おほこり－よハちゑⅧ伽１２

御ほこり－よわちや事Ｖ(２３１５

御よひ－よわちへⅧ(33120,Ⅷ(38121

おれ－よわちへⅢ(4)１５

けらゑらし－よわちへⅨ(5)２２

さつけ－よわちへＶ(5)１７

さとり－よわちへＶ(7)４

たて－よわちやる。ⅨＵＯ７

御くらひをつき－よわちへＶ(4)１８

.御くらゐをつき－よわちへⅧ(4)１０

つけ－よわちへⅧ(7)１７

てりあかり－よわちや事Ⅷ(5)７

てりあかり－よわちやことⅨ(3)６

ミまふり－よ′､るけにⅦ(22)６

をれ－よわちへＶ(20115,Ⅵ(15)15,Ⅶ(9)１５

をれ－よ'､ちゑⅧ(19111

め

め（女）〈名〉

－ともＶ(25)19,Ｘ(7)15

-めさ（－召さ）〈補動〉

御たて－れ侯。Ｘ(142O

めし（召し）〈動〉

御さうせ－よわちへⅥ(7)７，Ⅸ(5)１，

Ⅸ(9)１７

御さうせ－よ'､ちへⅧ01)７

御おもる御たほい－よわちや事Ⅵ(21)７，

Ⅵ(２９１２

御せ鯵る御たほひ－よわちへⅥU6)１２

御ゆわい－よわちや事Ⅲ(9)２３

御ゆわい－よわちへⅥ(20120

御ゆわひ－よわちへⅥ㈱１４

まうはらひ－よわちやるミせ〉るにⅦ00

２

まうはらひ－よはちやるミせ陞るにⅧ(19）

２４

ミ御ミつかい－よわちへⅨ(6)２３

ミ御ミつかひ－よわちへVe2)８

ミ御ミつか井~よわちへⅥ(28)２

-めし（－石し）〈補動〉

あまこあわし－よわちへＶ(22)２２

いのり－よハちやるけにⅦ(15121,Ⅷ(24)２２

御あそひ－よわるVUD24

ミはひおかミーよ}まる。Ⅶ(17)１５

おさため－よ′､やる。Ⅶ(30112

おさめ－よわる事Ｖ(7)１８

御すきり－よわちや事Ｘ(2)１２

御たかへ一一よわるもりＶ(9)1０

も

-もく副助〉

あんし－けすもⅣ(1)４，XU7)2４

あんしおそいかなし－Ⅸ(7)2O

あんしもけす－Ⅳ(1)８，XU7)２８

よるもひる－Ｖ(26)13,ⅧM1６

よる－ひるもＶ(26)９，ⅧＭ１２

昔今に－あるまし<侯ほとにＸ(13)１３

いつまて－ⅧM3)９

千年萬年まて－XU7)７

わらへまて－Ⅷ(41)1１

－２１５－
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なき－ものやれともⅦ(23113

-やく副助〉

あら時一Ⅶ(２５１１２

－はんのせい－Ⅶ㈱30,Ⅶ(26)２１

しもしましりきやめのせい－ⅦC8124

しま世のて－Ⅶ(31)３

<|このまた－Ⅲ(7)１２

国のまて－Ⅶ(13112

く|このまて－Ⅶ(23129

やに（様に）〈副助〉

おかむ－おさためめしよ'､やるⅦ(30Ｉ５

ねいしまいしの－Ⅶ(31)18,ⅧＭ３Ｉ２

やへさもり（八重座社）〈名〉

やらさもり~ⅦＵＤ８

やへま（八重山）〈名〉

ミやこ－のおゑか人ⅥU０８，Ⅵ(23117

やらさもり（屋良座杜）〈名〉

－のほかにⅦ(3123

-やへさもりⅦ(11)２

やらさもりくすく（屋良座杜城）〈名〉

－によりそふてⅦ(２９１９

－のかくこⅦMO1

やりよるく助動〉

御はか－けにててⅨ(4)１２

やれく助動〉

なきやもの－ともⅦ(23117

なるまて－Ⅸ(8)２５

金より－Ⅷ剛19

-もい（思い）〈接辞〉‐もひ

大ちよ－かなしⅨ(6)４

おとちとの－かねＩ(3)２４

もしく副〉

－のちにＩ(１０６

ものく名〉

なきゃ－やれともⅦ卿14

-もひ（思ひ）〈接辞〉－もい

おきやか－かなしＩ(1)７

も〉（百）〈名〉

と－ととひやくさとミはいⅥ(34)２１

もり（杜）〈名〉

御たかへめしよわる－Ｖ(9)１６

おしあけ－Ⅷ伽１２

首里一またまもり．ⅥUO21

たひら－Ⅷ､1)５

とよみ－－Ⅲ(6)５

首里もりまたま－ⅥU6127

やへさ－Ⅶ(11)１１

やらさ－Ⅶ(3)26,Ⅶ(11)５

やらさ－くすくにⅦ(29112

やらさ－くす<のかくこⅦＭＯ４

よそい－Ⅲ(6)１１

世そふ－ⅦＵ３５

もろこし（唐土）〈名〉

－のていわうＶ(8)１

もん（文）〈名〉

ひの－Ⅱ(2)22,Ⅲ(2)23,Ｖ(2)４，

Ⅷ(2)４，ⅨU０１，Ｘ(1014

ゆ

ゆわい（祝い）〈名〉‐ゆわひ，よ'､ひ

御一めしよわちや事Ⅲ(9)１９

はし<やうの御一Ⅲ(18114

ゆわい事（祝い事）〈名〉‐いわい事

御一あり。Ⅷ(8)３

ゆわひ（祝ひ）〈名〉‐ゆわい，よ'､ひ

Ⅵ(3)４，

や

-やく副助〉

－２１６－
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御一めしよわちへⅥ(2016,Ⅵ(28,0

御一申侯。Ⅵ61)３

-よ'､ちへく補動〉‐よ'､ちゑ，よわちへ

このミーⅦ(1324

つし､さし－Ⅷ14)１３

御さうせめし－ⅧUD9

-よ'､ちやく補動〉－よわちや

めし－－事Ⅷ㈱４

-よIまちやるく補動〉‐よわちやる

まうはらひめし－－ミせ陰るにⅧ(1926

－よハちやるく補動〉

いのりめし－けにⅦ(15)２３

-よハちゑく補動〉－よ'､ちへ，よわちへ

御ちよわいめし－Ⅷ(２３１３

おほこりめし~Ⅷ(27)１４

をれめし－Ⅷ(191３

よ'､ひ（祝ひ）〈名〉－ゆわい，ゆわひ，よ

わい

お－Ⅶ(1925

-よ'､やるく補動〉

おさためめし－ミ御ミ事ハⅦeO14

-よ}まるく補動〉‐よ'､る，よわる

おかミめし－Ⅶ(17)１７

－よ'､るく補動〉－よIまる，よわる

しめさし－゜Ⅶ(206

ミまふりめし－けにⅦ脳８

しめさし－゜Ⅶ剛６

ミまふりめし－けにⅦ⑫８

よひ（呼ひ）〈動〉

お－めしよわちへⅧ剛１８

御一めしよわちへⅧ剛１９

よミ（鋪ミ）〈動〉

さいもん一侯てXUD18

よむたもさ（読谷山）〈名〉・

－の大やくもいⅨ03)２３

－よりく格助〉

うらおそい－しよりにⅨ(2)1４

よ

世〈名〉

－の御さうせⅢ０１)２６

御一の御さうせⅥ(6)29,Ⅶ(21)３，ⅧUO26

-のこしあてⅥ08110

おらおそひの御くす<－のつちにⅧ伽２９

代く名〉

きようしゅんの御一ににたり。Ｖ(8)２２

－の官人のＸＵＤ６

世あすたへ（世長老部）〈名〉

三人の－Ⅲ0920

-三人Ｖ(２９１２，Ⅵ(37)４，Ⅶ(３０２，Ⅷ㈱３，

Ⅸ(13Ｍ，Ｘ(191l

ようし（要事）〈名〉

国の－Ⅶ(3)５，Ⅶ(24Ｕ４

ようとれく名〉

うらおそいの－はⅨ(3)２２

よせらやい（寄せらやい）〈動〉

せいくさ－て＞とⅦUO14

よそいもり（世襲い杜）〈名〉

とよミもり－Ⅲ(6)８

よそひおとん（世襲ひ御殿）〈名〉

－の大あんしＩ(2)６

世そふもり（世襲ふ杜）〈名〉

一国のまてやけらヘハちへⅦ０３２

世つきたけ（世継ぎ嶽）〈名〉

くもこたけ－おりあけわちへⅥ(17)１３

四日く名〉

五月一Ⅶ(8)１８

四年く名〉

天啓一Ｘ(6)３，Ｘ(23)７

－２１７－
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うらおそひ－しよりにⅧ(4)２２

うらおそいまきり－Ⅸ(1D22

おくと－上Ⅵ(9)29,Ⅵ(２３１８

此御すし－ほかにxU7n4

こぐ－上下Ⅵ(9)18,Ⅵ(22129

そんとん－このかたＶ(3)20,Ⅷ(3)１２

たいり－Ｖ(9)２５

唐一Ｘ(9)７

てん－わうの御なをIまⅧ(6)３

天一Ｖ(4)２６

ミやこ－Ⅱ(1)２１

千りやうの金一もⅧ剛１７

よりそふ（寄り揃）〈動〉

やらさもりくすぐに－てⅦ(29119

よる（夜）〈名〉

－もひるもＶ(26Ｗ，Ⅷ(ＭＵＯ

－よるく補動〉

あり－けにⅥ(6)１９

よるこひ（喜び)〈動〉

－たのしむ事かきりなし。Ｖ伽５

よわく補動〉

御ちよわひめし－にⅨ(8)３

－よわいく補動〉‐よわひ

御ち－めしよ'､ちゑⅧ(２８１８

御ち－めしよわるⅧM3I13

－よわちへく補動〉－よハちへ，よ'､ちゑ

あまこあわしめし－Ｖ⑫２４

御のほり－Ⅵ(26121

御よひめし－Ⅷ(33)32,Ⅷ剛２３

おれめし－Ⅲ(4)１７

かけ－Ⅷ(23Ｍ

けらゑらし－Ⅸ(5)２４

このミーⅧ剛５

さつけめし－Ｖ(5)１９

さとりめし－Ｖ(7)６

っかし－Ⅲ(7)２５

つきめし－Ｖ(4)20,Ⅷ(4)１２

つけめし－Ⅷ(7)１９

つさし－m(8)１２

御さうせめし－Ⅵ(7)９，Ⅸ(5)３，m

御せ鼻る御たほひめし－Ⅵ(1014

御ゆわいめし－Ⅵ(2022

御ゆわひめし－Ⅵ(28)１６

ミ御ミつかいめし－Ⅸ(6)２５

ミ御ミつかひめし－Ve2)１０

ミ御ミつか井めし－Ⅵ(28Ｍ

わたし－Ⅲ(7)17,Ⅷ(23112

をれめし－Ｖ(20117,Ⅵ(15)17,Ⅶ(9)１７

-よわちやく補動〉‐よ'､ちや

御すきりめし一事Ｘ(2)１４

御たかへめし一事Ⅷ､9)１７

御ほこりめし一事Ｖ(２３１７

てりあかりめし一事Ⅷ(5)９

てりあかりめし－ことⅨ(3)８

御ゆわいめし一事Ⅲ(9)２５

御たほいめし一事Ⅵ(21)９，Ⅵ(２９１４

-よわちやるく補動〉‐よIまちやる

いのりめし－けにⅧ(24)２４

まうはらひめし－ミせせるにⅦＵＯ４

このひのもんハたてめし－。Ⅸ００９

-よわひく補動〉‐よわい

御ち－めしよ'､ちや事Ⅷ(25)２１

御ち－めしよわ(こⅨ(7)２４

－よわるく補動〉‐よはる，よ'､る

御あそひめし－ところVUD26

おさめめし一事Ｖ(7)２０

御たかへめし－もりＶ(9)１２

御ちよわいめし－御かIまうⅧM3)1８

Ⅸ(9)1９

らナシ

－２１８－
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り 王く名〉

首里の－Ⅲ(1)４，Ⅵ(1)４，Ｘ(1)４

－の御くらひＶ(4)７

－の御なを|まＶ(4)２９

中山一Ⅶ(1)８

わうかなし（王加那志）〈名〉

－むⅦ(17)１

－のおほこりめしよハちゑⅧ⑰１

王かなし（王加那志）〈名〉

－ハＶ(6)７

わうにせ（王仁世）〈名〉

すゑまさる－ててⅧ(7)８

王にせ（王仁世）〈名〉

天つき－Ｖ(5)９

王にせかなし（王仁世加那志）〈名〉

すへまさる－はⅨ(2)１

わか人（若人）〈名〉

おひ人一めともＶ(25)１５

おゑ人一おなこⅧMOI27

わたし（渡し）〈動〉

はし－申候時のⅢ(2)１１

－よわちへⅢ(7)14,Ⅷ(23Ｉ９

わたり（渡り）〈動〉

－申侯Ⅱ(2)５

ま玉はしお－Ⅲ(15)８

御一侯て御さ侯間Ｘ(9)22

-わちへく補動〉－ハちへ

おりあけ－Ⅵ(17)23,Ⅵ(１９１６，Ⅷ(22)６

いちやちやけらへ－Ⅵ(2011

けらへ－ててⅧ剛１３

けらへ－Ｘ(3)４

つミあけ－Ⅵ００６，Ⅵ(1914,Ⅷ(22)１４

ととめ－Ⅲ(8)２３

わらへ（童）〈名〉

－にいたるまてＶ(25123

りうきう（琉球）〈名〉

－こくちうさんわうⅧ(2)７

大一国Ｖ(3)２

－国Ⅸ(1)１

琉球く名〉

－国Ⅶ(1)２

りやう（両）〈接辞〉

千一の金をVqn24

千一の金よりもⅧ(M)1１

るナシ

れ

-れく助動〉

御たてめさ－侯。Ｘ(1４２２

ろ

六月く名〉

一二十四日Ｖ(1915

-大吉日Ⅶ㈱９

六日く名〉

十月一Ｘ(6)1１

わ

-わく副助〉

ちへねんさしき－ⅢUO29

わう（王）〈名〉

－の御くらゐをⅧ(3)２６

－の御なをlまⅧ(6)６

ちうさん－しやうれい'、Ⅷ(2)1８

－２１９－
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をかみ（拝み）〈動〉

－申Ｖ(1)１０

おゑか－申侯。Ⅵ卿１６

ミ御ミ事一侯てⅥ(8)２

ミはい－申侯Ⅵ(29118

をｶｺﾐ（拝ミ）〈動〉

御ミ事を－ＶＵ６

ミ御ミ事一申候ほとにＸ(4)１

ミはい－申侯Ｖ(25)５，Ⅵ(24)13,Ⅶ35)５

ⅧＭ２２

－をそひ（製ひ）〈接辞〉－おそい，おそひ

あんし－かなしＶ(2,12

をりふし（折り節）〈名〉

－唐よりＸ(9)１

をれ（降れ）〈動〉－おれ

きこゑ大きみきミー／の－めしよわちへ

Ⅵ2013,Ⅵ(15)１３

きこゑ大きみきみへ〆の－めしよわちへ

Ⅶ(9)１３

かミほとけの－めしよ'､ちゑⅧU9９

おなこ－まてもⅧM1)６

－のいふにおよひ申さす。Ｘ(7)1９

ゐ

ゐ（亥）〈名〉

ひのとの－のへlこＸ(6)1８

ゑ

ゑくか（男）〈名〉

大小の－おなこⅧ㈱６

－御三人XU611

ゑそのてた（英祖のテダ）〈名〉

－の御は力、Ⅸ(4)１

を

-をく格助〉

いし－はめＶ(16112

王のくらひ－つきめしよわちへＶ(4)１４

御くらゐ－つきめしよわちへⅧ(4)６

王の御な－はＶ(5)３

わうの御な－はⅧ(6)１２

御ミ事一をかミＶ(１４４

かさり物一すゑＸ0023

千りやうの金一VUn30

むかしいまの事一Ｖ(6)２８

ちから－そろへＶＵ６Ｉ４

天下一おさめめしよわる事Ｖ(7)１３

まつ－うへれとのVU3I20

まつ－うへれはＶ(16119

ミち－つくりＶＵ３１１２

を力､（置か）〈動〉

はめさせてユ~てⅧ(1023

ん

-んく副助〉

おくのよれ－

みくによ}こ－

ミしまよれ－

Ⅶ⑫３０

Ⅲ(9)１４

m(9)７，ⅦU2)23,Ⅷ(23)２２

（８３．７）

（校正の段階で，本文の，分かち書きの仕方を

改めたほうがよいと思われる箇所のあることに

気付いたが，今回はそのままにしておく。）

－２２０－
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